
石
造
物
調
査



一
、
碑
文
の
脱
字
や
判
読
不
明
文
字
は
、

口
ゃ
0
で
表
示
し
た
。

⑤
 

II 

の
説
明

④
 

"”
 

③
 

”
 大
き
さ

②
 

II 

年
紀
銘

①
 

一
、
写
真
等
で
詳
し
く
説
明
し
た
も
の
は
、
石
造
物
地
区
別
一
覧
表
の
番
号
欄
に

＊
印
と
番
号
を
ゴ
チ
ッ
ク
で
表
示
し
た
。

石
造
物
の
所
在
地

を
表
示
し
た
。

に
刻
ま
れ
て
い
る
碑
文
（
碑
文
の
上
の
算
用
数
字
は
石
造
物
地
区
別
一
覧
表
の
番
号
）

一
、
石
造
物
等
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
上
巻
の
付
図
に
地
図
番
号
で
表
示
し
た
。

一
、
詳
細
説
明
の
①
＼
⑤
に
つ
い
て
は
、

凡

例
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る。 整
理
し
て
写
実
性
を
高
め
た
。
下
巻
で
は
種
類
別
に
概
略
を
述
べ

16

広
瀬

1
5
福
島

1
4
松
木

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
地
区
別
に
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
、
拓
本
な
ど
を

13

野
口

こ
こ
で
は
第
一
章
に
総
一
覧
表
、
第
二
章
は
代
表
的
な
も
の
を

ヽ

ー

2
 

1

上
I
J
)

る。

11

姫
城

ろ
な
石
造
物
を
記
録
保
存
し
て
後
世
に
残
そ
う
と
い
う
企
画
で
あ

10

新
町

う
。
こ
の
機
会
に
、
今
日
ま
で
奇
跡
的
に
残
さ
れ
て
き
た
い
ろ
い

9

向
花

・
府
中

ど
ん
闇
に
葬
ら
れ
姿
を
消
し
て
い
る
の
も
国
分
の
一
断
面
で
あ
ろ

8

中
央

リ
ス
に
象
徴
さ
れ
る
国
分
の
急
成
長
の
陰
で
、
路
傍
の
石
は
ど
ん

7

清
水

23

塚
脇

来
へ
と
語
り
継
ぐ
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
。

一
方
、
テ
ク
ノ
ポ

6
 
台
明
寺

22

上
之
段

る
の
は
我
々
の
共
通
す
る
感
性
で
あ
り
、
石
塔
は
そ
の
一
片
を
将

5

郡
田

2
1
敷
根

よ
う
。
石
で
造
ら
れ
苔
む
し
た
も
の
に
何
と
な
く
安
ら
ぎ
を
感
じ

4

本

戸

史
的
遺
産
が
随
所
に
残
さ
れ
て
お
り
秘
め
ら
れ
た
地
域
と
も
い
え

3

木
原

国
分
は
本
県
で
最
も
早
く
開
け
た
と
こ
ろ
か
ら
、
興
味
あ
る
歴

＊
は
じ
め
に

国
分
の
石
造
物

2

11原
ヽ

1

重
久

20

下
井

9

11内

1

/

 

18

上
井

17

湊

石
造
物
総
一
覧
表
及
び
地
区
別
の
写
真
な
ど
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石造物調査

番号 所 在 地 備 考

1 I岩田墓地

* 2 I念仏寺跡墓地

本田どんのかくし墓

3

4

5

6

7

8

9

 

*

＊

＊

＊

*

*

*

 

*10 II (石垣中）

11 白落墓地（舞鶴園北）

* 12 念仏寺跡墓地北側

* 13 剣之宇都町91 (剣之宇都）児玉実光宅奥

* 14 吉祥院跡

* 15 本田家墓地（舞鶴園北）

* 16 入戸 (II I畑家墓碑後）

* 17 /I II 

* 18 龍尾ケ岡墓地

19 I吉祥院跡

20 

21 

22 

JI 

”~
” 

”
I
I
I
I
 

"”
 

I
I
I
I
I
I
 

* 23 妻屋，岩田墓地

* 24 重久 698 (道場口）鶴丸輝夫宅

* 25 慈恩寺跡

梵字ア音

本田家墓地

吉祥院住職

税所氏の墓

II 

タッチョ墓群

雲峯山慈恩寺正観音

* 26 I剣之宇都町165ー 5(剣之宇都）小川秀昭宅鄭約lOOm奥の山腹

* 271重久 59 (岩戸）本田チヨ宅

28 乗林寺跡墓地入口

* 29 I念仏寺跡墓地

地図番号

1 

11 

2 

13 

14 

11 

ゴー16

18 

] 14 

1

4

1

6

7

8

2

 

2

1

2

2

2
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石造物地区別一覧表（重久地区）

~ 1 五輪塔

碑銘 ・形態 数量 年紀銘

塔

塔

塔

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

縫

宝

層

無

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
 

*

＊

＊

＊

*

＊

＊

＊

*

＊

＊

＊

＊

＊

＊

*

 

塔

仏

I

I

I

I

I

I

養

I
I
I
I

供

石

1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
 

*

＊

*

 

念佛寺九代

念佛寺

念佛寺七代

念佛寺六代住持

念佛寺第四代

念佛寺二代七ケ年忌辰

御周忌遊行□他阿弥陀佛

七ケ年忌辰孝子敬白（残欠）

念仏寺石塔群（やぐら型）

石塔群

法印覺遍逆修（地輪残欠）

節慶田忠大禅伯

法印覺音大和尚位

法印 盛恭営寺三十一世深昌房

吉祥院廿三世珪巖

大法師義運

二連供養塔

座像（首なし）

座像

活岩竜祝

奉建立女相中

* 26 I板 碑 十三仏，開山吉祥院他

* 27 石 仏 庚申地蔵？（背上部を欠く）

2s I " 如来座像（首なし・ 覺遍銘）
（覺遍銘は現在確認できない）

* 29 I角柱塔姿 南無阿彊陀佛三十三香阿

1 I慶長十七年壬子
九月廿六日

1 

1 永禄□□四月

l 天文八年十二月十七日

l 永正八年辛未
十一月六日

1 I應永三十二年
正月十九日

1 至徳五年正月廿九日

1 文和四年八月廿日願主

1 

1 應安三年五月廿四日

多数

6 

17 

1 I慶長十年十月吉日

1 

1 

1 

1 I享和二癸亥年閏
正月廿八日寂

1 I天保六乙未年
八月十二日

1 I寛保二壬戌年五月朔日
加治木弟子相中

i I宝暦四年甲戌五月九日

1 

1 

~ I天明二年手寅一
一月—十八日

13 I永正十一年甲戌二月
彼岸

1

1

 
1 I建徳二、七、廿七
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石造物調査

番号

* 30 念仏寺跡墓地

31 重久 204 (岩戸）本田喜典子宅

* 32 剣之宇都町 3- 2 (剣之宇都）友の湯温泉前

* 33 重久公民館

34 入戸バス停（谷側）すぐ裏

35 

36 止上神社

* 37 道場口公民館

* 38 I止上神社

* 39 

* 42 

* 43 

52 

* 53 

II 

40 剣之宇都公民館向

* 41 牧神・妙見神社

”~” 

”
 ”
 

所

II 

在 地

* 44 II 

* 45 止上神社

46 重久 204 (岩戸）本田喜典子宅

* 47 重久 616-1 (道場口）吉永稔宅

* 48 止上神社

* 49 尾牟礼山頂

50 白山神社 剣之宇都公民館隣

51 止上神社

54 I春山原変電所より北へlOOOm

* 55 龍尾ケ岡墓地

* 56 剣之宇都公民館西側の墓地

* 57 止上神社東南zoom

備

用水路用

自家発電所用

歌文あり

碑文あり

考

（上）（下）別

（伝）富岡織部之助首塚

丁丑戦役戦死者墓碑

島田民部の墓

伝百石墓

乗林寺三十二世
僧覺遍の墓

地図番号

2 

31 

32 

33 

]-34 

36 

37 

□ -36 

40 

口」
36 

31 

47 

36 

49 

40 

j-,, 
54 

18 

40 

28 
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地区別一覧表（重久地区）

番号種別 碑銘・形態

* 30 供養塔 営山中典三代其阿彊陀佛

31 // 奉書露法華末軸一字一石供養成就所

/ I * 32 田の神像 田の神舞型

J.. I * 33 11 大黒型

34 水 神 碑水神

35 

* 38 

* 39 

* 55 
* 56 
* 57 

JI 

// 

// 

I
I
I
I
I
I
 

”
 36 II 水神 水源地

* 37 宇気母智 宇氣母智神
神碑

数量

1 

1 I安永八己丑□年
二月吉祥日

1 I昭和十一年十月十七日

年紀銘

ー

奉建立妻□口相中（石祠）

宇氣母智神

40 JJ 宇氣母智神社

* 41 馬頭観音碑 馬頭観音（山神石祠）

* 42 宇気母智 宇氣母智神
神 碑

* 43 I石馬像

* 44 石座像

* 45 火の神碑 秋葉大神（石祠）

46 灯 籠抱地の碑（郷土開拓地 ・残欠）

* 47 道 標 一里塚石柱

* 48 石 柱 止上六社大権現（鳥居残欠）

* 49 石詞

50 JJ 

51 灯 籠手水鉢 ．燈籠

52 手水鉢 （上）奉納・止上神社（下）六地蔵

* 53 墓 石 石塔（残欠）

54))  

月光良園居士好山妙玉大姉

七十八年稲元氏

1 I明治三八年三月二日
小野太助

1 I昭和三十一年
十月二十七日

ー

1 I明治九年丙子三月吉日

1 I明治二年己巳
三月十一日

1 I明治九年丙子九月九日
止上郷中

1 明治二十年九月十八日

1 天保拾一年

1 昭和三十二年
旧四月三日建

1 I昭和二年七月二十五日
建立

1 元和四年□□月

1 大正九年十一月十八日
荒田彦四郎建

1 I慶応四年辰三月吉日

1 I寛延二己巳正月二十日
覺遍

2 

1 

1 I享保十七年
奉建立燈一基

1 I明治九年丙子四月三日

ー

1 I明治十丁丑七月 八日
酋五月廿八日

1 宝永六丑八月初四日

1 

1 明和四丙戌六月晦日
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石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地図番号

58 覺遍墓の所

J-28 
59 II 

* 60 乗林寺跡

},, * 61 ／） 

* 62 11 

* 63 JI 

* 64 JI 

* 65 剣之宇都町144(剣之宇都）吉永正秋宅 40 

66 隼人塚ともいう 66 

* 67 止上神社

J-36 * 68 II （伝）大隅神

69 I! （伝）覺遍作

70 II 

71 重久 442 (道場口）永瀬サチ宅前 71 

72 重久 41 (岩戸）貴島枝宅付近 空港道路より南へ 72 
lQm畑の土手の中

73 重久 811 (妻屋）小川道郎宅 石垣の中 73 

* 74 重久 739 (妻屋）櫻井純行宅前 II 74 

番号 所 在 地 備 考 地図番号

* 75 徳光神社 河内公民館裏（豊受大神）の左 通「称「トバッサァ様」 75 
からいも」の神

* 76 林田バス停「仲間」付近（市野々） 76 

77 周防殿井手 77 

78 川原大山祇神社 /II原小学校隣 78 

* 79 薄木ゲートボール場付近 79 

* 80 河内公民館裏 75 

* 81 前黒石公民館東隣 十文岳より移設 81 

82 萩之元夕岸線沿い 82 

83 所在地未確認
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地区別一覧表（重久．川原地区）

番号 種別 碑 銘・形 態 数量 年 紀 銘

58 墓 石 方形柱型 1 享保四乙亥
十一月廿二日

59 II 権大僧深享坊位 1 文化元子年九月廿三日

* 60 // 乗林寺住覺隆俗姓稲元年二十八 1 寛保三年癸亥
五月二十七日

* 61 II 乗林寺住盛純 1 宝永二年乙正月□□日

* 62 ／／ 大月覚主心月妙等 1 元禄十年六月廿三日

* 63 石 碑 僧侶名（乗林寺歴代僧侶名） 1 

* 64 II II 1 

* 65 II 金山昆古神金山昆賣神火産霊神 1 明治二十二年己丑
正月廿二日

66 供養碑 隼人首塚 1 

* 67 記念碑 本地堂晉跡 明治百年記念 1 昭和四十三年
二月十八日発掘

* 68 墓 石 （自然石） 2 

69 龍頭石造 1 

70 記念碑 御神楽記念碑 1 大正十三年四月

71 石敢当 石敢嘗 1 

72 II II 1 

73 II II 1 

* 74 II II 1 

（川原地区）

番号 種別 碑 銘 ・ 形 態 数量 年 紀 銘

* 75 五輪塔 残欠 1 

i * 76 

7) 

田の神像 座像型 1 

77 水神碑 水神 ・山神（自然石） 1 

78 山神碑 石祠 1 

* 79 三神の碑 口水神・御田神 ・御山神（箱型） 1 寛政施二庚戌安歳三月□日
主 田源右衛門

* 80 豊受神碑 豊受大神 1 明治三十川一年旧閏中三月
三 日 内谷郷立之

* 81 豊神受比碑売 豊受比賣大神 1 明治三十年旧三月十日

82 馬頭観音碑 早馬神社（自然石） 1 明治二十八年四月八日

83 II 馬頭観世音（石祠） 1 明和七天十一月吉日
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石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地図番号

84 所在地未確認 通称「でにっさあ」
（大日）

* 85 タ岸線沿い タ岸川より黒石へ 85 
600m小高い丘の頂

86 川原大山祇神社 78 

87 川原市野々 87 

* 88 川原薄木大山祇神社 多数の人名あり

* 89 JI 

* 90 II 

* 91 JI 

番号 所 在 地 備 考 地図番号

* 92 牧内公民館 92 

* 93 上木原公民館前 道路向かい 3つの碑の中央

J-93 
左右に人名あり

94 II 裏

95 松ケ野大山祇神社 右

}-95 
96 JI 左

* 97 木原小中学校裏門 97 

* 98 市営住宅西隣杉林の中 心中観音ともいわれて 98 
いる

99 郡田3467 尼殿土手（松ケ野） 亀沢親宅 右 □ -99 100 JI 左

* 101 木原牧内 市と町の境界は，川の 101 
中央である

101-1 平成フ ァーム（株下外戸農場隣 101-1 

番号 所 在 地 備

人名あり

考

* 102 川内4283(真谷）瀬戸□隼雄宅

102-1 本戸小学校跡の西隣丘の頂

地図番号

102 

102-1 
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地区別一覧表（重久，木原，本戸地区）

番号 種別 碑 銘 ・形 態 数量 年 紀 銘

84 馬頭観音碑 石祠 1 嘉永二年酉大日

* 85 月輪塔 梵字（表に 「バン」裏に「ア」） 1 正長二天十成一大月十二日
願主金法□口

* 86 明神鳥居 山 王 1 享保十五庚戌八月吉日

87 石 橋 市野々橋 1 

* 88 灯 籠 庚申講 1 明治廿八年
八月廿八日

* 89 馬頭観音碑 奉勧請早馬大明神（自然石） 2 天保二年辛卯十
一月吉日

* 90 神宇気母智碑 石祠 1 明治二十八年
八月廿八日

* 91 石 碑 欠損 1 明和八年卯四月吉日

（木原地区）

番号 種別 碑 銘 ・形 態 数量 年 紀 銘

* 92 馬頭観音碑 自然石 1 

* 93 山神碑 岡山神社木原方限（石祠） 1 安政二年卯三月

94 II 石祠 1 安政四已四月二十五日

95 豊受大神碑 豊受姫皇大神 1 明治廿六年巳三月五日
亀沢善太郎

96 石 像 童女墓 1 

* 97 石敢当 泰山石敢嘗 1 

* 98 石 像 女人石像 1 

99 石 祠 尼殿土手の祠（自然石） 1 

100 山 神碑 石祠 1 明治十七年八月三日

* 101 石 橋 牧内橋（小瀬戸橋） 1 大正十五年八月

101-1 石 仏 守通行祀宮郡田社中 1 宝永七亥天
九月二十二日

（本戸地区）

:0::: I: ~g~I:~~: 祠）銘 ・ 形 態 戸三~:t
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石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地図番号

* 103 （後本戸）桑山商店隣 所が在本としては，財部町にある

J-103 
戸地区のものである

* 104 II ｝｝ 

* 105 川内4277(真谷）楠元フクエ宅南 105 

* 106 前田家の墓地 前田猪之助の墓 106 

106~1 本戸墓地西の丘（本戸観音の丘）

}106-l 
106-2 JI 

番号 所 在 地 備 考 地図番号

107 平成ファ ーム前県道の北側 107 

* 108 熊野神社

}10s 
* 109 II 

110 郡田1196(辻）児玉ストアー前 llO 

番号 所 在 地 備 考 地図番号

111 台明寺跡

j-111 112 II 台明寺12世

* 113 II 

* 114 台明寺墓地 台明寺僧墓

* 115 II 

* 116 ｝｝ 

* 117 II 

* 118 II 

* 119 II 台明寺台 8世
（天宗へ改宗後）

* 120 II 
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地区別一覧表（本戸，郡田，台明寺地区）

番号 種別 碑 銘 ・形 態 数量 年 紀 銘

* 103 山神碑 山神（自然石・「大日」碑が土台） 1 享保十一年名二月吉日
3 の銘がある

* 104 天狗神碑 大天狗小天狗四十八天狗神様（自 1 松昭和九年十前二月七日
然石） 原口口 田良右衛門

じ * 105 田の神像 田の神舞型 1 大正十四年十一左月立
楠元八郎衛門

* 106 石 像 □山貞春信士 1 元文四年二月七日

106-1 馬頭観音碑 馬頭観世音（自然石） 1 昭和十七年四月十兼八信日
月.l.j田立

106-2 大日如来碑 大日如来本戸部落ー同（自然石） 1 

（郡田地区）

番号 種別 碑 銘 ・形 態 数量 年 紀 銘

107 宇神気母碑智 宇氣母智神（自然石） 1 昭和十年四月八日

* 108 灯 籠 1 寛文五年乙巳
三月十九日

* 109 石塔・石祠 石塔 ・石祠群 1 1 

110 石敢当 石敢営 1 

（台明寺地区）

番号 種別 碑 銘 ・形 態 数量 年 紀 銘

111 五輪塔 法印盛善 1 元禄十二
九月二十九日

112 II 大法師真盛 1 貞享三丙寅九月廿一日

* 113 五宝塔輪塔的 法印盛口 1 延宝八年七月十二日

* 114 無縫塔 法印憲徴塔 1 万延二年辛酉歳
正月六日寂

* 115 II 竹林山第十一世紫雲院法（壽印六應十□四口歳） 1 天保十一年子
九月初五日

* 116 II 権少僧都良琴 1 文政元戊寅歳九月朔日

* 117 // 
権縁起大僧之都寄法附静印念良永房和知真尚塔理現房知覺

1 享和三癸亥歳七
月初六日

* 118 II 権大僧都法印良義塔 1 寛政十十戊午歳寄九月
ニ 四日 附良永

* 119 ／／ 権大僧都法印憲林 1 寛政四年子五月八日

* 120 II 営山十二世権大僧都法印覺淳塔 1 文久二壬戌三月廿九日

789 



石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地固番号

* 121 I台明寺墓地

* 122 

* 123 

II 

11 

1241台明寺墓地

* 125 芭蕉田

1261日枝神社参道左

* 127 郡田川左岸 台明寺墓地近く

128 日枝神社境内参道入口 右

129 日枝神社境内参道左側 門神の後

* 130 台明寺984(台明寺下）山埼トシ子宅北

* 131 I日枝神社

* 132 II 

133 台明寺1414(台明寺下）福吉俊則宅

* 134 日枝神社

* 135 I郡田川右岸

138 

139 

* 141 

146 

147 

I
I
I
I
 

140 I日枝神社

"”
 

* 142 JJ 

143 台明寺墓地

144 JJ 

145 日枝神社

1
1
1
1
 

社務所奥右

II 左

台明寺 2世

埋没

通称「アンダドン」

通称 「アンダドン」
「ゴックンゾサァ」

国分市指定文化財

* 136 I台明寺 981-1 (台明寺下）久保アサコ宅前 山之路に真宗を
広めた人の碑

137 I台明寺墓地 憲徴は万延二年没

台明寺僧墓

II 

125 

126 

127 

□ -126 

125 

□ 126 

133 

126 

135 

136 

3-111 

j-126 
> -111

3-126 
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地区別一覧表（台明寺地区）

番号 I種 別

* 121 I墓 石 憂明寺住僧法印覺琴大和尚位

* 122 I五輪 塔 法 印 覺本大和尚位

* 123 

* 131 

* 132 
133 

* 134 
* 135 
* 136 

II 

碑銘・形態

1241石 憧六地蔵塔 1 

* 125 板 碑 奉書窯法花経ーロロ 1 I永正五年九月十一日
一字一石逆修長賢・梵字

126 " I方柱型

* 127 山神碑 日吉山王宮地主大権現（石祠） I ~ I元文二丁巳九月吉日
祈願主地主三吉
行年六十七歳造立之

128 磨崖仏

129 JI 

* 130 // 

宇気母智神碑
小国皇大神碑

馬頭観音碑

水神碑

記念碑

II 

II 

* 141 層塔

* 142 // 

143 僧 墓

144 // 

145 五輪塔

146 石 塔

147 // 

前住営山中興第二世権大僧都
法印寂應大和尚位

1

1

1

 

量数
―

年紀銘

宝永四年丁亥
九月二十五日

当寺十四世宝永四丁亥
歳九月廿五日

元文三戊午天
七月初十日 生國筑後

宇氣母智大神
小国皇大神 :J 
馬頭観音（石祠）

水神（自然石）

貢御古跡青葉竹

島津齋彬公御茶水

開宗之碑

137 灯 籠常夜一燈・憲徴

138 // 献 燈

139 // // 

140 // // 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

明治八年亥四月八日

大正四年十一月七日

昭和五年三月廿四日

日
東

五
清

月
氏

一
本

十
坂

年寅壬明天

l

l

l

1

 

三重塔

II 

精賢（自然石）

（残欠）

(II)  

梵 字

1

1

1

1

1

1

2
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石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地図番号

148 ため池の淵（毛梨野） 148 

149 芦谷公民館上流lOOm 149 

150 高座神社（毛梨野）

j1so 151 II 参道入口

152 II II 

153 郡田2463(片平）宮田勇宅角 153 

* 154 // 218-4 (久保田）久保田正幸宅角 土台に碑文あり 154 

* 155 中台溝
::J---155 * 156 II 

157 郡田 223-1 (久保田） 157 
むかさ商店のブロック壁の中

* 158 JI 227 (久保田）大紋久宅角

J-158 
159 JI 

160 三郷公民館北側の墓地 160 

* 161 国分中学校正門前 161 

* 162 羽坂橋清水郵便局の東5Qm 162 

* 163 弟子丸池 163 

* 164 三郷（北小北東北）郡田川右岸 田んぽの中 164 
黒田ワカ宅 50m 

* 165 清水 1324 (玄亀庵）藤浪良信宅前 165 

* 166 II 1495 (清水東）大保ユキエ宅前 166 

167 南方神社境内 167 

168 豊北 平溝用水の水門の東20m 168 

* 169 三郷公民館 160 

170 豊北墓地入口の右 170 

* 171 清水 1374 (清水東）安田義勝宅石垣 看板で隠れている 171 

172 郡田2408-1(片平）池田三夫宅角 153 

* 173 国分中学校裏門 161 

792 



地区別一覧表（清水地区）

（清水地区）

番号 I種別 碑銘 ・形態 数量 年紀銘

148 水神碑水神（箱型）

149 豊受大神碑 豊受大神（自然石）

150 I宇気母智
神碑

門神碑

II 

山神碑

田の神像

II 

保食神碑

宇氣母智大神

石祠

11 

（孔）大杉大明神

神像型

御田神（自然石）

保食神梵字（自然石）
（墨書の跡がある）

157 I水神碑 l水神（自然石）

151152153
154155156 

＊

＊

＊
 

ぐ

6

1 

1 I明治四十一年
旧三月十日

1 I明治四十年
旧三月十一日

2 宝暦元辛未十二月吉日

2 元文二巳三月吉日

1 明和四丁亥二月吉日

1 

1 

1 I明治七年八月十日

ー

* 158 I灯 籠 I奉寄進観音彿宝前久保田村女中 I1 
十八夜待施主

159 

160 

71 * 161 
* 162 

* 163 
* 164 

石仏

II 

田の神碑

水神碑

I
I
I
I
 

座像

地蔵 ・池田治右衛門

田ノ神（自然石）

水神（自然石）

II 

梵字（バン）

* 165 火の神碑 1秋葉神（自然石）

* 166 // 小國大神

167 I宇気母智神碑宇氣母智神
小国皇大神碑小國皇大神口

168 I宇気母智神碑宇氣母智神
小国皇大神碑 小國皇大神コ

* 169 I宇気母智神碑宇氣母智大神
小国皇大神碑小國皇大御神コ

170 I宇気母智神碑宇氣母智大神
小国皇大神碑 小國皇大御神コ

* 171 I石敢当 石散営（長方柱型）

172 // 石敢営

* 173 記念碑 神代聖蹟智尾

1

1

1

1

 

宝永四年ロロロ

大正十五年
九月二十一日

~ I元禄七甲戌天直應上人
建者前田口口

l 昭和五年三月建

1 明治舟一年
旧三月廿一日 内馬場中

1 I明治十一年寅九月
十九日 清水弟子丸村

1 I明治八年五月十日造立
豊之口郷中

1 I明治廿三年旧十一月
十八日 坂之上郷中

1 I明治八年乙亥
二月十七日

1 元文五年庚申
十一月吉日

1 

1 紀元二千六百年
（紀元二千六百年は昭和15年）
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石造物調査

番号 1 所 在

* 174 天御中主神社（北辰神社）

* 175 I南方神社境内

I
I
I
I
 

6

7

 

7

7

 

1

1

 

j-,,1 
178 I馴松公民館裏

改修前の平溝用水 • 取水口の上

179 I馴松公民館裏

* 180 I拐厳寺墓地

* 181 
”
 

地 備 考 地図番号

174 

平溝用水取水Dの I 
J-118 

完成記念碑

日置流弓流の師範

島津忠将の墓
> - 180

清水城主の墓跡

182 清水297-6(三郷）宮田和美宅前

183 郡田2524(馴松）森山純男宅北
馴松墓地の北 ・平溝用水路の脇

184 I下河畑橋より西へ50m
小畑実習農場側土手

* 185 I北山神社（小畑）
新町 759-6 (中台）内野繁宅隣

182 

183 

184 

185 

番号 所 在 地 備 考 地図番号

* 186 金剛寺跡 島津義久（舞鶴城主）墓 186 

* 187 法隆寺境内

}"' * 188 II 

* 189 II 

190 国分寺跡 国分市指定重要文化財 190 

191 金剛寺跡 島津義久（舞鶴城主）墓 186 

192 遠寿寺跡 192 

* 193 中央1-25-26 旧市立図書館 橘木城跡分の供指定養塔

1"' 
国市 文化財

* 194 II 橘木城跡の供指定養塔
国分市 文化財

* 195 JI 
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地区別一覧表（清水，中央地区）

番号 種別 碑 銘 ・形 態 数量 年 紀 銘

* 174 記念碑 塩井之水 1 昭和五十五年
十二月吉日

* 175 明神鳥居 諏訪宮 1 享保十四己酉年閏
九月吉日

176 灯 籠 燈籠 1 弘化二歳乙巳二月望日

177 記念碑 諏訪夜學校創立十年記念 1 明治三十六年
旧二月二十七日

178 水神碑 水神 1 宝永三丁亥天

179 記念碑 1 昭和十三年六月

* 180 // 東郷重尚代々之墓碑 1 昭和六十三年七月再建

* 181 // 心翁大安大居士拐厳殿 1 

182 保食神碑 保食神（上部欠損） 1 口年六月十八日

183 石 仏 座像 1 

184 墓 石 童子墓 1 明和五年ロロロ

* 185 石 柱 北山神社 1 

（中央地区）

番号 種別 碑 銘 ・形 態 数量 年 紀 銘

* 186 層 塔 貫命存忠庵主（三重塔） 1 元和二年丙辰
三月吉日

* 187 II 先祖代々 想檀中為菩提之 1 寛政三天亥四月吉日

* 188 無縫塔 営寺十四世連中興社□［］ 1 口和三天
口 眼誉上人口全大和尚

* 189 II 営寺十三世行蓮社口誉性善和尚 1 明和三丙戌歳
七月十二日

190 層 塔 国分寺石造層塔（六重塔） 1 康治元壬戌十一月六日

191 宝医印塔 大國豊知主命 1 

192 II 1 

* 193 方柱塔婆 南無阿弥陀佛 印阿弥陀佛 1 暦応四季九月八日

* 194 笠塔婆 南無阿弥陀佛慮阿弥陀佛 1 建武三季丙子
八月十五日

* 195 板 碑 （残欠） 3 貞正和治三D年
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石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地図番号

* 196 金剛寺跡

* 197 II 

* 198 II 

* 199 JI 

*200 II 

* 201 II 

202 遠寿寺跡 192 

*203 金剛寺跡 186 

* 204 龍昌寺跡 龍昌寺僧墓 },,, *205 II JI 

*206 II /) 

* 207 ｝｝ 

* 208 国分寺跡

i''° *209 ” *210 II 

211 JI 手水鉢になっている

212 郷土館（清水の榜厳寺にあったもの） 212 

* 213 金剛寺跡

j-rn, *214 II 「梵字」珍しい形体

*215 II 

*216 国分寺跡

〕190 
*217 II 

*218 金剛寺跡 186 

*219 中央2-3-2(中之馬場）野田永春宅 （伝）氏神 219 

*220 遠寿寺跡

I192 

* 221 JI 

*222 II 持明様の母

*223 II 

*224 II 

225 若宮神社 225 
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地区別一覧表（中央地区）

番号 I種別 碑銘 ・形態 数贔 年紀銘

* 196 I五輪塔 I嘗寺七代住法印頼有

塔

蔵

塔

像

籠

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

II

縫

I
I
I
I
I
I

地

王

II

I
I
I
I

無

六

石

仁

灯

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3
 

9

9

9

 

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 
1

1

1

1
 

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
 

*

＊

*

＊

*

*

＊

＊

＊

＊

＊

＊

*

＊

 

法印盛口

嘗寺権大僧都法印頼永十一世

営寺第四世法印盛遍

金剛寺十七世住法印太園

金剛寺法印憲海十二世

金剛寺十八世法印尊盈

龍昌十二世仁嶽発和尚

大淵

永泰前住□源

供養塔 ・六地蔵（残欠 ・八角柱）

石塔残欠群

仁王像上半身

11 首なし

11 逆さに埋まっている

II 頭部だけ（あ ・うんの対）

庚申塔（献燈）
庚申信仰之施主建立之

*214 六地蔵 梵字

* 215 石 塔 六観音 ・梵字

* 216 // 六観音再興碑（六観音像）

*2171 // I国分寺再造立碑

*218 入定石室 真応上人石室

*219 I供養塔 I奉修持聖観音経一万八千巻

*220 灯 籟奉寄進

* 221 墓 石 喜見院浩隆逆修

* 222 II 園信院妙蓮尊霊（円信院殿）

* 223 II 浄仁覚霊位

* 224 II 悲母妙俊霊魂位

225 宇気母智 宇氣母智神
神碑

1 I正保四年丁亥
六月十九日

1 I万治二年□八月吉日

1 元禄十四辛巳天
八月廿八日 飯牟礼氏

1 I寛永十五年八月
彼岸建之

i I宝暦二壬申八月廿日

1 

1 

1 

1 

1 I享保十七壬子
十一月十日

l 慶応元 乙丑極月八日

l 寛永六己巳十月二日

多数

1 

1 

1 

2 鎌倉初期と推定される

1 貞享五年卯月十三日

1 

1 

1 I永禄五年壬戌仲
春彼岸吉日

1 I天正十年壬午二月

l 元禄五天壬申
九月廿一日

1 I天正十年壬午十一月
施主安純

1 元和二年八月初二日

1 慶長十二丁未六月吉日

1 慶長十二丁末
六月十八日

1 // 

1 // 

1 
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石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地図番号

226 中央1-6-5(西下東） メガネスーパーの 226 
北50m

*227 中央1-25-26 旧市立図書館角 193 

228 中央6-4-3(四方田）松元規宅の西隣 228 

229 中央6-15-18(唐仁東 2)梅北優宅の東隣 「拍子橋伝説の碑」の所 229 

230 中央1-24-42(旭通り）藤田勉宅前 230 

* 231 中央3-6-14(道場下） 231 

232 金剛寺跡 一番奥（南側） 186 

233 若宮神社 225 

* 234 中央1-2-1(駅前） 234 

*235 中央4-4-18 車田秋葉神社

コー235* 236 II II 

*237 中央3-12-47 永山酒造東隣 237 

*238 中央3-6-14(道場下） 常念寺より移設 231 

239 中央3-19-5原口産婦人科の斜め向かい 239 

*240 中央3-27-1 ロイヤルビル前 240 

241 中央3-20-9 海江田商店角 187 

*242 中央1-7-32 森本旅館隣 > - 242
* 243 II II 

244 中央3-12-47(中立）永山酒造前 237 

* 245 中央1-8-42(国分西馬場）新徳克巳宅前 245 

246 中央1-8-47( II ） 榎国園正彦央宅校角 246 
（分中高東）

* 247 中央1-22-26(御里）市来慎一郎宅前 193 

248 中央3-15-11 林ハイツ前 248 

249 中央4-3-23(東下）有馬賓理宅前 249 

250 郷土館庭 212 

251 中央3-6-18(西下）梶岡節夫宅前 231 

252 中央4-25-20(東町）高倉利秋宅前 252 

253 中央1-19-48(西上）浜田信夫宅前 253 

254 若宮神社

〕225 
255 II 

* 256 II 
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地区別一覧表（中央地区）

番号 I種 別 碑銘・形態 数量 年紀銘

226 I宇気母智神碑宇氣母智神

*227 水神 碑 水 神 （自然石）

228 // // (上部欠損）

229 // // 

230 // 

* 231 石 像

232 墓石

233 火の神碑

* 234 // 

* 235 // 

* 236 // 

* 237 // 

* 238 II 

239 // 

* 240 II 

241 // 

* 242 II 

*243 馬頭観音碑

244 石敢当

* 245 II 

246 // 

*247 

248 

249 

250 

251 

252 

253 

254 

255 

*256 

l
l
l
I
l
J
 

II 

JI 

地蔵菩薩座像

有田文秀花屋妙栄

秋葉神社

秋葉神社（石祠）

秋葉・車田郷中（石祠）

秋葉神社（自然石）

秋葉神社
本町中・上立馬場中・塩屋町中

秋葉神社

秋葉宮
カグッチ／カミ

飼遇槌神川跡町仲

” 小國神（石祠）

牛馬神（石祠）

石口営

石敢嘗

JI 

石 敢 当 泰 山 石散裳

II 石敢営

II II 

”
I
I
I
I
 II II 

灯 籠永代常夜燈 ・久木田半助国保

II II ・施主 立山次右ヱ門

奉寄進石灯籠一基

1 I明治九年丙子
八月十九日

1 明治十年丁丑十月吉日

1 明和□口年霜月□口

l 昭和三年
旧五月二十八日

1

1

1

1

1

1

l

l

l

l

l

1

1

1

1

1

1

1

1

1

l

l

l

l

1

1

1

 

昭和五年
十一月二十八日

萬延元年申七月十日

昭和三十一年八月朔日

明治廿八年未旧正月

明治十一年衷
旧＿月十八日

明治十三年庚辰旧三月

明治十七年六月十八日

慶応四年戊辰五月吉日

文政三年庚辰二月吉日

文化十三丙子
秋八月吉日

元禄五年壬申
十一月吉日
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石造物調査

番号 備 考

*257 中央4-4-18 車田秋葉神社

258 中央4-18-9(上車田）田賓京子宅前

259 正覚寺墓地

*260 中央4-27-10

*261 八坂神社

*262 

*263 I遠寿寺墓地

*2641龍昌寺墓地

*265 金剛寺跡

* 266 

* 267 

”
 

”” 

寺隆

I
I
I
I

法6
8
6
9
7
0
 

2

2

2

 

271 I伊勢神社

*272 

*278 

*279 

281-2 

”
 

所 在 地

* 273 11 

274 城山展望台 風力発電の真下

274-1 城山登山道の右林の中
（毛梨野岐バス停南zoom)

274-21城山登山道の右丘の頂き

275 鼻面山山頂

2761舞鶴城跡（朱門の前）

277 龍昌寺墓地（山の上）

II 

II 

”
 

II 

280 法隆寺

281 中央6-3-16 松元商店前

281-1 国分小学校南角

平溝用水路の淵

（追刻）
明治三拾二年六月吉日 Iコー261
幕末 • 明治初期の

有名な画家

西南之役戦死者慰霊燈 1=1-
186 

碑文あり

碑文あり

市内最大（高さ 2m)

「冨吉榮二」墓碑
碑文あり

地図番号

235 

258 

259 

260 

192 

203 

〕187 

l 211 

274 

274-1 

274-2 

275 

276 

3-,,, 
187 

281 

碑文 ・多数の氏名あり I}
281-1 
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地区別一覧表（中央地区）

番号 種 別 碑 銘・形 態 数量 年 紀 銘

*257 水神碑 龍大向山 1 

258 JI 龍玉宮跡 1 昭和57年11月

259 灯籠，墓石群 林氏由来碑 ・ 鳳山道人墓•他66基 68 寛政元年巳酉季春日

*260 門 柱 八角柱 2 享保八年暦癸卯年

*261 II II 2 享保七天壬寅
正月二十四日

*262 エピス祠 石祠（加治木石製） 1 

*263 墓 石 有馬貞英之墓（服部英龍） 1 明治三十八年十享二月
二十六日 年64歳

*264 II 津曲家祖先累代之墓（亀座） 多数 文化四卯五月十一日

*265 慰 霊碑 慰霊燈（亀座） 1 明治十四年一月十八日

*266 墓 石 第六世法印頼源 1 

*267 II 法印真海 1 享保八年九月永廿福五日
寺先師

268 句 碑 芭蕉塚句碑 1 寛政十年戊午卯月

269 II 瀾波追悼句碑 1 天保十十年二亥
月十一日建立

270 II 文清居士追悼碑 1 元治元年歳十次一甲冬
月六日建

271 不動明王像 1 

* 272 山神碑 山王石碑 ・山神 1 寛政甲寅季秋庚戌

* 273 II 石 祠 1 明治四十二年十二月

274 ｝｝ ｝｝ 1 嘉永二年巳□霜月吉日

274-1 II II 1 

274-2 JI （自然石・無銘） 1 

275 II 山神（箱型） 1 大正十五年
四月二十一日

276 石 橋 1 

277 墓 石 石祠墓 1 明暦元年六月二日

*278 II 禎祥院桂岩恵芳大姉（獅子台座） 1 安永七戊戌
八月二十九日

*279 II 冨吉家累代之墓 1 昭和三十一年
九月二十六日

280 石 仏 地蔵菩薩立像 1 宝永二酉天七月九日

281 火の神像 石 祠 1 

281-1 記念碑 健兒之碑 1 大正元年八鶴月舟青日
舞 年学舎

281-2 灯 籠 永代常夜燈 1 宝暦本六丙子年木二月吉日
町鵜次左衛門
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石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地図番号

*282 氣色乃杜 282 

*283 府中町11-3 東勝美宅 税所氏墓

J-2s3 
国分市文化財指定

*284 II 税所氏墓

285 府中町17-41 山岡三雄宅 285 

286 山崎墓地 山島田津越義前久守の有家信老の供養塔 286 

*287 府中墓地

J-2s7 
*288 II 庚申塔と並んでいる

*289 府中町12-65 池田敏雄宅 碑文あり

*290 II 

*291 JI 

*292 ” 
*293 II 

294 山崎墓地
y286 

295 II 

*296 祓戸神社境内 296 

297 眼鏡橋南側 村之権現 (302) の右 297 

298 II 北側 298 

*299 向花公民館 元は馬頭観音と言われ□ 299 
ている

*300 II 

*301 祓戸神社境内 296 

*302 眼鏡橋南側 水神 (297) の左 297 

303 府中町10-15 山元薫宅前 > -303
304 II 17-36 吉留勝征宅前

*305 11 21~26 堂脇進宅前 305 

306 J} 6-6 北原富士子宅前 306 

*307 府中町25-35 徳田幸宅前 307 

308 JI 3-2 コーポよしみつ前 308 

309 向花町 4-28 山下美智子宅前 309 

310 ” 16-3 中島直友宅前 310 
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地区別一覧表（向花 ・府中地区）

（向花・府中地区）

番号 I種別 碑銘 ・形態 数量 年紀銘

字

II 

梵塔

II 

宝2

3

 

8

8

 

2

2

 

＊

＊

 

1 

1 I鎌倉時代と推定される

*284 五輪塔 II 

285 // // 

286 六地蔵塔 利安慶哲居士山田越前入道

*287 I庚申塔 奉奇進庚申

* 288 庚申六地蔵 （残 欠）

* 289 六地蔵 六角方柱（残欠）

* 290 石 柱 一字一石経塔

* 291 墓 石高岳貴胤居士

* 292 II 覚智良園居士

* 293 II 心月妙□□
294 無縫塔権僧都法博

295 墓 石笠塔婆型僧墓 ・精輪覚永神祗

* 296 I水神碑 水天石像（蛇が彫られている）

297 II 水神（自然石）

298 JI JI (自然石 ・月輪あり）

* 299 保食神碑保食神

* 300 II 

*301 地神

*302 石碑

303 石敢当

304 II 

* 305 II 

306 II 

*307 塞の神碑

308 石敢当

309 II 

310 II 

保食神社

地眼

村之権現（自然石）

石敢営

泰山石敢嘗

石散当

石敢営

崎田彦神

石敢嘗

II 

石散常 （駒型）

3 I 11 

1 

1 I維時慶長十四己酉歳
六月拾四日

1 I元禄十丁丑四月吉祥日
主取立良右衛門鬼太郎

1 

1 

1 I天明六龍口丙午天
卯月大祥日

1 安永四歳未六月廿二8

1 安永六丁酉天
五月廿四日

1 

l 元文五申十月二十四日

1 正徳二年壬辰
二月十六日

1 I元禄五年壬申二月吉日
石エ小倉鹿之助

1 安政二年

1 

1 慶応ロロロロ
（王政復古の碑文）

i I大正三年四月八日

1 

1 

1 I大正五年十一月

1 

1 

1 

l 明治舟年二月十一日

1 

1 

1 
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石造物調査

番号 所

311 祓戸神社境内

312 山崎墓地

*313 氣色乃杜

在 地 備

碑文あり

考 地図番号

296 

286 

282 

番号 所 在 地 備 考 地図番号

314 北山神社 新町生活改善センター隣 314 

* 315 新町 461 (新町 2)有川麗子宅前 315 

*316 新町墓地 孝女おナツの墓 316 

*317 姫城 130 (新町 5)伊地知努宅向側 僧俊寛船出伝説の地 317 

番号 所 在 地 備 考 地図番号

*318 稲荷神社の水神碑の西 約lOOmの崖面 318 

*319 姫城2733(平岡）吉尾一宅 319 

*320 // 2486-2 (竹下）仲里箕理子宅角 洞泉寺跡の六地蔵 320 

*321 田畑自動車前の水路の淵 321 

322 稲荷神社 □ -322 
*323 II 脇に「妙現宮」石碑の

あり

*324 姫城2826ーハ（竹下）梅木勉宅角 火産霊神は書阿遇突智神名 320 
と共に日本紀に出

*325 竹下（道路沿い） （伝）庚申橋碑 325 

*326 姫木城趾

*327 II 

*328 II 

II 

329 II 蓋呑」とは碇山金吾

330 姫城2691(田辺）田島フサ子宅前 330 
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地区別一覧表（向花 ・府中，新町，姫城地区）

番号 種 別 碑 銘 ・形 態 数量 年 紀 銘

311 石造物 手水鉢 ・奉寄進 1 安永四乙未三月吉日

312 供養塔 二連供養塔 ・帰一清岩燈禅定門 1 明暦三丁酉六月十八日

*313 石 碑 史碑 1 昭和四十四年四月吉日

（新町地区）

番号 種 別 碑 銘 ・形 態 数量 年 紀 銘

314 宇気母智 宇氣母智神 1 
神 碑

*315 石 碑 奉造立 北辰大明神神コ 1 
諏訪大明

*316 墓 石 可憐妙心信女 1 天保十三寅十月廿七日

*317 記念 碑 こがの杜（風の杜・古賀の杜） 1 大正十四年六月

（姫城地区）

番号 1 種 別 1 碑 銘 ・形 態

*318 摩崖仏 梵字（阿弥陀三尊）

*3191板 碑 梵字（阿弥陀三尊）

*320 六地蔵 （残欠）

* 321 I水神碑 水天石像（首なし）南無水天妙神

322 // 水神（自然石 ・月輪に水神と刻む）

*323 宇気母智 宇氣母智神
神 碑

*324 I火の神碑 火産大神（ほのむすびのおおかみ）

*325 石 碑 □口護戸口橋（自然石）

*326 石 祠 姫城 寺 正 観 音 本 尊 佛

*327 石 仏 座像（首なし）

*328 無縫塔 心峰記室禅師

II 長歳永椿記室禅師

3291金吾石（自然石）

330 石敢当石散嘗（自然石）

数量 年紀銘

1 I建徳三年二月二十日
願主円阿

ー

1 I天正九年辛巳
二月□□日

1 I元禄二己巳四月八日
裳村中施主

1 

1 I明治六癸酉六月吉日

ー

l 延宝四年十二月吉日

1 寛保三年癸亥四月八日
作改之結衆敬白

1 

1 

1 I永禄十二年巳己
口月十八日

l

l
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石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地図番号

*331 久満崎神社 331 

*332 上小川字森ノ木603 碑文（氏名）あり 332 
野ロタタミ工業の北の水田

333 山下町12-7(山下 2) 山下政規宅前 碑文あり 333 

334 宮下団地 334 

335 堀切橋 三つ碑の一番左
::J-335 

336 II II 右

*337 久満崎神社 （伝） 馬頭観音奉

}331 
初午祭の馬を 納して

いた

*338 II 

339 上小川800(前馬場 2)福重信雄宅角 339 

*340 II 707-1 (下村西）赤塚勲宅 340 

341 久満崎神社

〕331 
342 II 

343 II 

*344 II 

番号 所 在 地 備 考 地図番号

345 野口1082-2 南国石油スタンド南の水田 通称「イボの神様」 345 

*346 新川沿いの道路脇（し尿処理場搬入路） 碑文あり 346 
水神様になっている

*347 源照山法禅寺跡（野口松木墓地） NQ346と 347 
合体するようだ

*348 野口橋下 348 

*349 枝宮神社

*350 II 

* 351 II 

*352 II 

353 野口町16-3(野口南）萬徳香宅前 353 

354 II 11-18 11街区の南西の角 354 
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地区別一覧表（上小川， 野口地区）

（上小川地区）

C
'
 
0, 

番号 種別 碑 銘 ・形 態 数量 年 紀 銘

*331 田の神像 田の神舞型 1 安永七戌五月五日
上小川ニオ中

*332 II II 1 昭和三十一年十月一日

333 水神碑 石柱型 1 

334 II 水神（箱型） 1 

335 II 仏像型（仏像が彫られている） 1 安政三年辰四月

336 II 水神 （駒型） 1 

*337 石馬像 1 

*338 石牛像 （首なし） 1 

339 石敢当 石散嘗 1 

*340 II 石営散 1 

341 山 神碑 石祠 1 享保八年九月吉日
上小川女中

342 手水鉢 1 

343 陰陽石 1 

*344 門神碑 石祠 2 元禄四未年正月吉日

（野口地区）

番号種別 碑銘 ・形態

345 六地蔵塔 伊集院下野入道藤原久治抱節守墓

*346 I仁王像 仁王像（下半身）

*347 II 
II (上半身）

*348 水神碑仏像型（頭に蛇を刻む）

*349 宇気母智 宇氣母智神
神碑

*350 I鳥 居 □□神社（残欠 ・円柱）

* 351 // I c残欠 ・上部円形 ・下部八角形）
紀元二千六百年紀元節奉祝天孫降
臨祭神木

*352 手水 鉢 國分村野口□口 五ケ村紀念

353 石敢当石敢営 ミカゲ石製

354 石 碑（自然石）

数量 1 年紀銘

1 慶長十二丁未年
十月十八日

1 I天明二壬寅九月吉日

1 

1 

1 I明治六酉一月吉日
野口村

1 I延宝六戊午

1 霜月初正月
（紀元二千六百年は

昭和15年）

i I大正九年四月三日

1 

1 
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石造物調脊

番号 所 在 地 備 考 地図番号

*355 小烏神社

1355 
*356 II 

357 11 

358 II 

359 松木町 6-37(松木元）坂之上操宅前 359 

360 JI 41-73 (松木元）別府アヤ子宅前 360 

361 源照山法禅寺跡（野口松木墓地） 古墓にそれぞれ刻銘 347 
あり

362 小烏神社 355 

番号 所 在 地 備 考 地図番号

363 鎮守神社 363 

*364 福島橋近く 多数の人名あり コー364365 II 

366 鎮守神社
::J-363 

*367 II 

368 福島1-26-16(福島 2)花園健二宅前

〕36' 
369 // 1-27-15 (福島 2)上西重雄宅前

370 II 1-27-9 (福島 2)森山正宅

番号 所 在 地 備 考 地図番号

* 371 広瀬4-8-5 和田正弘宅 （伝）楠木正勝の墓 〕371 
*372 II 

*373 II 

*374 広瀬墓地 広瀬公民館保存指定

1374 
375 II II 

*376 II II 碑文あり
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地区別一覧表（松木，福島，広瀬地区）

（松木地区）

番号 種別 碑 銘 ・形 態

r 
-ヽ•・*355 田の神像 神像型座像大（首なし）

/I *356 II 11 小（ II ） 

357 保食神碑 保食神（自然石）

358 石 柱 紀元二千六百年天孫降臨祭御神木

359 石敢当 石営散

360 II 
石□□ 途（自中然で石折） 

（ れて補正してある）

361 墓 石 松木墓地古墓群

362 灯 籠 （残欠）

（福島地区）

番号 種別 碑 銘 ・形 態

363 石 仏 立像（首なし）ニオ中奉帝進

*364 水神碑 水神（箱型）

365 I/ 水神

366 保食神碑 保食神

*367 明神鳥居 奉造立ニオ中

368 石敢当 ロロロ（自然石）
（石の頭だけ見えている）

369 II 石□□ （自然石）
（石の頭だけ見えている）

370 五輪塔 （残欠）

（広瀬地区）

番号 種別 碑 銘 ・形 態

*371 五輪塔 梵字

*372 ／／ 地輪残欠

*373 六角柱 楠木正伊勝地の由来について
知茂七氏の証明の碑文

*374 宝医印塔

375 無縫塔 琉球僧墓 得海祖盛智蔵禅師

*376 II II 前正興営院開山星淑大和
尚
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数量 年 紀 銘

1 元文四未年九月吉日

1 

1 

1 昭和十五年二月十青一日
松 木 年 団

1 

1 

11 

1 明治廿三年

数量 年 紀 銘

1 宝暦三酉年□月吉日

1 天保十四年卯三月吉日

1 明治二十九年五月

1 明治二年巳十月

1 元文三戌午三月吉祥日

1 

1 

2 

数量 年 紀 銘

1 

1 口明三季三月廿□日
正行口

1 

1 

1 元禄八乙亥年十
月初二日

1 元禄九丙琉子球天禅拾隆建月吉立之日



石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地図番号

*377 広瀬墓地 広瀬公民館保存碑指文定あり

378 II 

379 II 

380 II 

381 II • 広瀬公民館保存指定

*382 II II 

*383 II 

*384 広瀬10号線沿い

］諏*385 II 碑文多し

*386 II 小村新田開拓時のもの

*387 広瀕4-1-22 宮永ヒデ宅前 387 

*388 II 3-1-28 池田武蔵宅 旧上小川にあ った 388 

*389 II 4-ll-17 淵脇宅 南側プロック壁そば 389 
*390 II 4-17-7 後馬場通 公園角 390 
* 391 II 4-4-43 中馬太一宅前 391 
392 II 4-20-7 岩下彰宅前 392 
393 II 4-8-32 中馬春江宅前 393 
394 II 4-13-20 甲斐三郎宅前 371 
395 II 3-14-18 蔵原集宅前 395 
396 II 4-22-5 林元徳次宅前 393 

*397 小村新田

3-397 *398 /) 

*399 II 

*400 大穴持神社

}•oo 401 II 本殿の左側

*402 II 本殿の右側

*403 II 

*404 I/ 
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地区別一覧表（広瀬地区）

番号 種別 碑 銘 ・形 態 数量 年 紀 銘

*377 無縫塔 琉球僧墓前正典嘗院十二世全琴 1 享保十一丙十午一年
月廿七日

378 II 本因妙良性院火照大徳 1 文化七年九月七日

379 供養塔 二連供養塔常用禅定門 1 
口秋禅定尼

380 墓 石 箱型榜厳寺僧墓 1 明治十八年旧七月七日

381 石 仏 地蔵菩薩 1 施享保主十岩七壬子七月朔日
下太郎左衛門

*382 II 奉造立地蔵一尊地蔵菩薩（首なし） 1 ロロロ十兵月吉日
施主弥衛，二右衛門

*383 板 碑 浄祐 ・梵字（キリーク） 1 

／ 

し *384 田の神像 旅僧型（加治木石製） 1 

*385 保食神碑 保食神（馬の絵を彫る） 1 明治九丙子年九
月二十日

*386 水神碑 石祠 ・加治木石製 1 弘化四年丁未
七月廿八日

*387 II 
水ミズハ波ノ賣メノ神カミ

1 明治三十年五月八日

*388 II 水神（箱型 ・月輪あり） 1 文政十二年

*389 石馬像 馬頭観音 1 

*390 // II （首なし） 1 

*391 石敢当 石散嘗 1 

392 II II 1 

393 II 石敢嘗 1 

394 II 石散嘗 1 

395 II JI 1 

396 II 石敢嘗 1 

*397 水神碑 住吉大明神（石祠） 1 昭和二十八年十月改修

*398 記念碑 小村新田干拓記念碑 1 昭和十一年二月建設

*399 石 仏 座像（首なし） 1 

*400 灯 籟 小村新田干拓関係者名あり 1 口□午十月二日
阿蘇鉄矢

401 II 小村新田干拓記念碑 1 弘化四年未八月廿五日

*402 記念碑 遺効碑 1 明治四十三年庚戌

*403 II 堤塘竣工記念碑 1 昭和二十九年三月

*404 ／／ 堤防復旧記念碑 1 大正六年十一月建設
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石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地図番号

*405 湊墓地 碑称文あり 〕405 
通 「琉球墓」

*406 JI 琉球墓の右

*407 湊145-2(出口）古俵トキヱ宅前 田の神像の右 □ 407 
*408 II II 左

*409 JJ 三つの碑の中央

*410 湊963-1 久木田 5号館の北隣

コ—410*411 II 
カド

*412 湊墓地 前田門の墓 l,os *413 II JI 
カド

*414 JI 増田門の墓

番号 所 在 地 備 考 地図番号

*415 淵龍院墓地 お平様義の墓
島津久の長女

416 II 

417 II 

*418 II 

419 II 

420 II 

421 II 

422 II 

*423 山下町16-26 徳持庵跡 コ-423*424 II 

425 諏訪神社 425 

*426 上井971-14(向川原）銭瓶久男宅前 □ -426 *427 II 多数の人名あり

428 林田バス停「黒塚橋」（山側）の足元に倒れ 428 
ている

*429 川内525(向川原）桜井義信宅前 429 

*430 五ケ村井堰 430 
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地区別一覧表（湊，上井地区）

（湊地区）

・ヽ，
'
 'V 

番号 種 別 碑 銘 ・形 態 数量 年 紀 銘

*405 石 仏 如来座月IJ像（首なし） 1 文化八年未三月十五日
常寺 住慈端堂恵登西堂和尚

*406 // 観音座像 1 

*407 II 立像（首なし） 1 明和五子□八月吉日

*408 // II （ II ） 1 

*409 田の神像 1 

*410 II 田の神舞型 1 

*411 水 神碑 水神（箱型） 1 D□四年六月建立カド
*412 宝筐印塔的 壽田全性居士前田門半左衛門 1 天明八戊申二月六日

墓 石

*413 ” 壽屋妙カド性大姉 前田門ヵド 半左衛門妻 1 天明元辛丑五月廿日

*414 墓 石 増田門源太郎 1 安政三年辰八月十九日

（上井地区）

番号 I種別 碑銘 ・形態 数量 年紀銘

*415 I宝簑印塔 I蓮昌妙守庵主

416 無 縫塔 燈外和尚

417 // 天産和尚之塔

* 418 // 二代晶屋淳益和尚

419 墓石

420 // 

421 // 

422 // 

*423 仁 王像

* 424 II 

425 保食神碑

* 426 II 

* 427 II 

宝山正珍信士 （駒型）

一窓道巻禅定門(//)

駒型

童子型

仁王像（上半身）

義久公之蹟 ・仁王像（下半身）

保食神社

保食神牛馬神 川原中

石柱型（牛の絵が彫られている）

428 I水神碑 I水神（箱型）

*429 

*430 

I
I
I
I
 

1/ (II) 

仏像型

1 

1 

1 

1 I慶長十七年壬子
九月十五日

1 貞享元年雪月十五日

1 宝永壱初十□月十九日

1 

1 

1 

1 

1 明治六年癸酉九月廿日

1 慶応四年辰

1 明治三十一年
旧三月十日

1 I天明三年癸卯二月吉日

i I天明五乙巳年六月吉日

1 
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石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地図番号

431 徳持庵跡 島津義久の墓 423 

432 上井997(向川原）室屋隆宅 429 

433 // 228 (垂元）松元勝哉宅（ブ角ロ 433 
ック塀の中）

*434 諏訪神社 425 

*435 徳持庵跡 423 

番号 所 在 地 備 考 地図番号

*436 川内墓地 436 

*437 川内197(下/II内）町田忠吉宅北隣 437 

438 川内606-5(芦原）竹山実宅東 438 

*439 鎖守尾橋袂右岸 439 

440 川内981-1(見帰）藤山久男宅の裏山 壬40441 II 

442 II 人名あり

443 稲富神社 443 

444 鎮守尾橋袂右岸（田の神の左後）
::J-439 

445 II （田の神の右後）

446 稲富神社 443 

*447 口輪野ゲートボール場南 施 工 田畑喜蔵 447 

*448 内野々大山祇神社 448 

449 仁田原大山祇神社 449 

*450 口輪野千本松 447 
ゲート ボール場植北10am
つつじが多数 えられた小高い丘の頂

451 平山・ 高塚山神社 451 

451-1 市有林の麓 （上川内橋より lOOm) （伝）耳の神様 451-1 
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地区別一覧表（上井，川内地区）

番号 種別 碑 銘 ・ 形 態 数量 年 紀 銘

431 墓 石 大國豊知主命 1 慶長十六年辛亥
正月二十一日

432 石敢当 石散嘗 1 

433 II 石敢嘗 1 

*434 こま犬 こま犬二匹（あ ・うん） l対

*435 供養塔 二連供養塔 ・鶴大心恒妙雄仙居士 1 
翁 大姉

（川内地区）

番号 種別 碑 銘 ・ 形 態 数量 年 紀 銘

*436 石 仏 庚申地蔵 ・奉供養庚申 1 貞享三歳丙寅十二月
吉日

*437 田の神像 座像型 1 安永六丁酉年

/6 438 JI II 1 
/,., * 439 II 立像型 石エ 田畑和喜初蔵期 1 

（昭）

440 保食神碑 保食神（箱型） 1 I明治元年辰十二月吉日

441 石 仏 座像（首な し） 1 

442 灯 籠 奉寄進（上部なし） 1 
1 野明和平七子庚落寅平十山渡月廿瀬ニ講四オ中日

443 I火の神碑！ 秋葉神社 1 明治二十九年一月
十八日

444 II 火神 1 

445 水神神 水神 1 大正九年四月

446 灯 籠 （残欠 ・解体されている） 1 享保九年

1 (I *447 田の神像 立像型（笑顔が印象的） 1 昭和七年四月輪十野六日
口 部落中

*4481山神碑 山神・梵字 （石祠） 1 正保三年八月吉日

449 II （石祠） 1 明治廿八年 旧三月十
一日 仁田原郷中

*450 I馬頭観音碑 観世音菩薩 （牛像が彫られている） 1 明和三年□月吉日

451 I門神碑 奉造立（石祠） 2 宝暦八年十一月

451-1 地 蔵 船型 1 
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石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地図番号

*452 下井1-3(西上新）繁田ノリ宅前 （称伝）立山丹後守の墓 〕452 通 「トバサアー」

453 

454 上新墓地 454 

455 乙宮神社 □ -455 
456 II 

*457 下井1873(東上新）井手元正夫宅の北30m 457 

*458 II 182j3~1 前村酒店の西lOOm 458 

459 JI 839-1 (東内の丸）山元タミ宅 459 

460 II 1807 (西今村）中野篤雄宅前 458 

*461 // 3021角園産業入口 瀬戸口商店より南へ 461 

*462 JI 3367 (西上新）下井部消防詰所前 462 

463 // 3321 (東上新）冨満スミエ宅前 463 

464 11 3373 (西上新）蔵元時光宅前 464 

465 乙宮神社 455 

*466 下井2098 (花園上）児玉俊朗宅の西 466 

*467 )) 579-4 (西内の丸）初塩辰雄宅前 県道沿「い 467 
通称 イボの神様」

468 海浜公園入口 468 

番号 所 在 地 備 考 地図番号

469 長尾城址 469 

*470 敷根1357(門倉）斜木隆雄宅向かい 470 

*471 剣神社

]-471 
472 II 

473 田淵フォーセット 473 

474 敷根団地近く 474 

475 敷根火薬製造所の水車跡 475 

476 敷根504(赤II I) 平原幸満宅隣 476 
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地区別一覧表（下井，敷根地区）

（下井地区）

~ *452 三 重塔

453 墓石

454 二 重塔

455 田の神像

456 II 

* 457 II 旅僧型 ・奉建立 ・国分下井村中

*458 水神碑 水神（箱型）

459 

460 

*461 

*462 

463 

464 

465 

I
I
I
I
 
II 

石敢当

II 

II 

灯

碑銘 ・形態

口路□壽種上座（石祠）

ロロ永□居士

座像型

板碑型

水神（自然石 ・無銘）

水神( // . //) 

水神（箱型）

石敢嘗

// (自然石 ・無銘）

// (// . // ) 

籠 1献燈

*466 水神碑 水天（自然石）

*467 条里制の （自然石）
基礎石

468 I馬頭観音碑 馬頭観清こ

数量 年紀銘

1 I推定室町時代

i I元和七辛酉□月廿九日

1 

~ I昭和十二年五月
五十七才厄払記念

1 嘉永四辛亥六月

1 慶応四年辰
五月二十八日

1 

1 

1 文久二年五月吉日

l 明治元年辰十一月吉日

1 

1 

1 I安政七申三月吉日
西上新口

i I□ □六月八日

2 

1 I昭和十五年十一月二日

（敷根地区）

番号 種 別 碑 銘 ・形 態 数量 年 紀 銘

469 六地蔵塔 1 干時天明竜舎丙午春
三月上旬

*470 石 仏 座像（首なし） 1 宝永四丁亥
十月二十四日

*471 // 大王神社本地 □口観世音菩薩 1 
享吉保日二十宮年司覚乙卯遍七四十月七

472 水神碑 水神（箱型） 1 昭和二年三月二十一日

473 II II (JI) 1 明治二年

474 JI II (//) 1 明治六年旧六月

475 11 水神 ・地神 ・山神（箱型） 1 

476 II 水神（箱型） 1 
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石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地固番号

*477 敷根504(赤川）平原幸満宅隣 476 

*478 門倉 多数の人名あり コ-478
479 敷根1243(門倉）中村フミエ宅前

480 長尾城址 469 

*481 門倉坂水源地の西 山の上から移転 481 

482 敷根 918(新馬場）塚脇日出夫宅前 □ -482 483 敷根ll08(島馬場）住安弘宅前

484 敷根1063(島馬場）太良木良正宅前 484 

*485 敷（根1357 四角隆路上 470 
門倉）斜木雄宅向かい

*486 敷根港入口に移設 486 

487 長尾城址

3 -469 488 JI 

489 II 

490 剣神社 471 

* 491 敷根小学校跡地に移設 491 

*492 高橋 用水路の涸 492 

番号 所 在 地 備 考 地固番号

*493 飯富神社の西
~ 493 

*494 II 

495 上之段128(上之段）有村文明成宅前念 495 
完記碑の隣り

*496 上之段2543(朴木）東 496 
朴木登宅の 約zoom 牧之原学園下

*497 飯富神社 497 

*498 JAあいら上之段倉庫前（歩道橋の北） 498 

*499 飯富神社 市成氏碑文あり 497 

818 



地区別一覧表（敷根．上之段地区）

番号 種別 碑 銘 ・ 形 態 数量 年 紀 銘

バ *477 田の神像 田の神舞型 1 
? .(} 

*478 II II 1 

、つ！ 479 II 立像型 1 

480 山神碑 山神 1 安政四年三月三日

*481 馬頭観音碑 馬頭観音 1 昭和二年旧四月二日

482 石敢当 石嘗散（自然石） 1 

483 II 無銘（ II ） 1 

484 II 石散嘗 1 明□二年

*485 庚申塔 猿田彦ミ命コト 1 

*486 門 柱 町門 2 

487 石 祠 若宮神社跡の石祠 1 享保六丑□天三月吉日

488 石造物 若宮神社跡の石造物 1 享保六丑□天

489 灯 籠 1 享保六丑□天

490 II 1 

*491 II 獣燈在米人建設 1 明治四拾壺年三月

*492 石 碑 敷根火薬製造所跡 1 昭和53年 9月建立

（上之段地区）

番号 種別 碑 銘 ・ 形 態 数量 年 紀 銘

22 

*493 田の神像 神像型（シャクを持つ） 1 宝暦十三□未三月吉日

7*494 II 田の神舞型（メシゲ・ワ ンを持つ） 1 明治二十年正月十四日

495 II II 1 

*496 // 御田神（メシゲ ・ワンを持つ） 1 明治二十年二月十三日

*497 保食神碑 保食神（箱型） 1 明治十八年九月

*498 地 蔵 立像地蔵菩薩 ．錫杖を持つ 1 

*499 記念碑 修遠祖傑斐府君招魂碑 1 嘉永四年十辛一亥
月二十二日

819 



石造物調査

番号 所 在 地 備 考 地図番号

*500 宮毘神社 500 

*501 塚脇小学校の前の筋を南へlOOOm 碑文あり 501 
福山町との境

* 502 永山大山祇神社（大日）の右側
~502 

*503 II （保食神社）の左側

504 畜産試験場 正門左側にある官舎の西側 504 

*505 ゲートボール場西 右人及び裏面に 505 
名が多数彫牛ってある

脇に母子のの
臥像が置いてある

820 
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地区別一覧表（塚脇地区）

（塚脇地区）

番号 種別 碑

*500 庚申塔 庚申公養

銘 ・形

* 501 田の神碑 田の神 ・水神碑（箱型）

態

*502 保食神碑 保食神社（箱型 ・馬の絵あり）

*503 馬頭観音碑 大日（箱型・牛の絵あり）

504 II 馬頭観世音（自然石）

*505 II 石祠（牛の絵あり）

82i 

数量 年 紀 銘

1 元禄七天甲戌十月

1 明治十六年三月吉日

1 

1 

1 大正四年四月三日建立

1 明治二十二年九月
口十八才八寅□道市



石造物調査
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重久地区

重

久

地

区

29 30 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

12 念仏寺跡石塔群 2ほか念仏寺石塔群

① 念仏寺跡墓地奥 ① 念仏寺跡墓地

③ 小型が多い。

⑤④  ④ 

梵ほ 29 30 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

字と --, 当--,其--,其--,師--,明--,師--, 師7 御7 7 
-, 

七
‘ん 建徳 山阿阿阿阿 阿 阿周 ．紐‘銘一’‘‘、 ヶ-, ど 二中 、aCヽヽ 悶政 刻

七‘‘ 興三 念佛寺 念佛寺 念佛寺 念佛寺 寺念佛 念佛寺 遊行口 L 阿銘 辰

な 不 廿代其九 七六四
屡ど唄 七禰阿代L.. 禄永代住持代代

代七 他弥阿散
見 南無 陀 □ 天 応 ＾年

佛L □ 文永 ケ佛陀 7五
さ ， 阿 四八永 三 の月
れ 月年十 正十 奮 す廿
る

□ ロ ニ八年$届― 
辰文 ぐ四

゜ 和 後日

三十三 L 十七月 正十月九
至四

石孝徳年
五八 垣子

日ー 年月 塁胃胃 ＾月日 正廿
ー~ノ\~ 月日

＾ L 五日 ー 廿願
三＾四 九主
九 ーニ＾ 日＾ 七
ご五五一 Q 

L 二

八 五

L `  八 五
'- L 
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石造物調査

14 五輪塔（残欠） 13 五輪塔群

① 剣之宇都町吉祥院跡 ① 剣之宇都町91 児玉実光宅奥

② 慶長十年十月吉日 (1605) ② 不明

③ 縦29X横36X高33デ

⑤④  ⑤④  

ほ→ ー風
法

七化かァ 印

に塁 基が
か 進゚
な逆 む

り 修 ゜
大 L

き の
な 刻
五 字

信゚

残^  
欠ヽ

も
あ
る

゜
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重久地区

17 16 

17, 16 税所氏墓 15 五輪塔

① 入戸（川畑家墓碑後） ① 重久 白落墓地

③ （左）高86ヂ（右）高72茅ン（首高5.5デ） ② （年銘なし）

③ 高221茅ン

製東^ 注番地篤貞十五税税覧④ 
④ 

和昭山ノ -国から篤員・年^篤所如 碑文 左＾右^
7 

量六を分牧贋 ー の ~~ 
十中□の四が始 層宝 田
一心 墓 八 曽 ま

忠年と誌墓同で三於り 塔塔
九すよ あ - 郡 は ＾ 大

吉月るり地納る° 醤島津 の後 と 禅

日一帯で抜粋せ骨堂建在現地 地にー天条 にも
伯
L 

あし を下っ皇 刻 の
川 るも設西帖 fこの 銘 刻

畑 ゜のと方佐城の御世゚ 不
,;; r-4 

満雄 ゜時同山 は 明
於曽に上二 攻rし安治 ヽ

郡此〇~ め一
は処 た年
そに一

の移建 戦：：：：：
＜ 久に。
いす篠敗ー
と゜ケれニ
a,±, 郡 迫た-
み 四時゜
今 五のそ
の 八人の
国 六‘後

窟 I 税所 文
一明
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石造物調査

23 石仏（座像・首なし） 18 タッチョ墓群

① 岩田墓地 ① 龍尾ケ岡墓地

② （年銘なし）

④ 
左^  ＾ ＾⑤ 右 佃,.ヽ、所一

ぷ
側 側 縫でタ

塔-、あツ
奉

禄庵庵南裡山歓 心無銘 心 るチ
建

和古子 。^  ョ.lL ＇ 
妙浄渓翁妙喜 ー 実法

樹江屋 禄庵京常 宗印 塔
女
相 大上上大 貞真 年 頭

中 姉座座姉樹妙大 心居 上音覺 塁 ヶL 

の 士座大 年 岡

塁
姉 和 閏 は

尚 正

゜
位 月 般

廿 的
八 な
日 墓
寂 地

高 一^  
で

高 高． 高 古向 吉向 は
}¥ な

ノ＇‘ 四 四 一／I‘• 七〇 ＜ 

゜
九〇 五二 由

チセ チセ チセ チセチセ チセヽ—
緒ン ン ン ンン ン

深
し)

場
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重久地区

27 石仏（庚申地蔵？） 25 石仏 24 石仏

① 重久59(岩戸） ① 慈恩寺跡 ① 重久689

本田チョ宅 ② 天明二年壬寅(1782) 鶴丸輝夫宅

二月十八日 ③ 高70茅ン

⑤ ④ ⑤④  ⑤④  

＾昭力＾ 昭 -, 今,L,, ＾ 
後 和ン 刻 和活

寺仏刻銘
背のヌ銘 十岩
上 初キ な 五竜 関 な
部し 年 L祝 係-しをめ~~

ま貫゜ 後 の の ゜
欠 で抜

藤良 刻
も

~ ＜ は- の
゜現の 雄完 と
在瀬 氏 思
地戸 ら わ
よに 発 れ
り通 掘 る
下ず ゜ ゜
方る

＾旧
南道
東入
-り
にロ

あつ 側右

たに
゜あ

る
゜
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石造物調査

26 板碑（十三仏） 32 田の神像

① 剣之宇都吉祥院跡 （田の神舞型）

① 剣之宇都町3-2

友の湯温泉前

⑤ 
② 昭和十一年 (1936)

-= ---- -, め 十月十七日
十十十 吉に十

③ 高120茅ン一九三 II 八中五開祥院 造三
世世世 世 興世 山 立仏

住しは

盛恭世遍厳珪 覺頼融信遍 職 ‘初
遍遍遍 梵七

字日
天 保寛慶慶 豊 はか
保 長長 冒 そら
ノ＇‘ 三年十年年九 れ三
年 戦 ぞ十

金 死 れ三
逆剛 者 の 回

修墓 寺開 悶 仏忌
のま

山 意で

＾ ＾^  ^
味の
を一

八 七六六 表三
＝ 四 00 す回
五 三五四 ° を
ヽ ~ ~ ~ 

贋
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の

塁
す
る

゜ た

828 



重久 地 区

④ ③ ② ① 
背四 文三 釈二 不初
賢七 珠七 迦七動七
菩忌菩忌 如忌明忌
薩薩来王

貞：月:~ ; 秦！

⑦ ⑥ ⑤ 
薬七弥六地五
師七勤七 蔵七
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気'./-4ュ<ヵ
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至か音か
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石造物調査

37 宇気母智神碑 33 田の神像（大黒型）

① 道場口公民館 ① 重久公民館

② 明治九年丙子 (1876)三月吉日 ③ 高77ヂ

③ 高95茅ン

④ ⑤④  

――' 左 大 刻^

｀ 
手黒
はの 銘

< 稲束 持 な
っ、し

をコ ゜L 

の
持ヅ

刻
つチ

が゚そ,_._. 
メ
シ
ゲ
に
赤久

ゎ
っ
た
だ
け

゜
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重久地区

44 なぞの石座像（三体）

① 牧神妙見神社

② 元和四年□口月 (1618)

③ 高50芦ン

43 42 41 ⑤④  
に

⑤④③② 石 ② 気宇 ④③②  ~ 山 は＾ ゴ

広瀬雷→三高昭和 像馬

ヽ右満

門昭 母貫
-, 高天 ~ 田

奉 ー 保拾 ほ 合七
の 0 ニ 寄進 二 ＾ 石

か
i~ 掌右

石 西 巧年 +~ 〇ー 詞 L'衛

馬像 田 ＾ 
二 石 チ翌 年.....__ 左 へ門

全一 年 祠ヽ 右 □右牧 ,-, 記 中 L

と匹長九 同見同司 の-
＾ 石？ のの一五二 八

比六七 九 中本條中山 四 楊、牛、刻
較石チセ- 五 □ 田 偲下 Q ＾ 予ヽ； エン

七 七 □ 金伊 が乞
月

~ 

左衛右衛右衛 七 あ 棒/II 
旧畑 る ？ 

武
十 四 L 門門門
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賃をL 日 の
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亨
子,_.....。
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神
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石造物調査

39 38 45 

39 宇気母智神碑 38 宇気母智神碑（石祠） 45 火の神

② 明治九年丙子 ② 明治二年己巳 ① 止上神社

(1876) 九月九日 (1869)三月十一日 ② 大正九年 (1920)

③ 高112戸 ③ 高80ヂ 十一月十八日

④ ④ 
③ 高115ヂ

ゴ 7 ④ 

止 宇氣
妻
口 7 

上畠
ロ 奥奥津 斎

喜神 闊 津比日武火

L 神賣子主
L 

神比
の

の
命

厚 胃 荒

゜
田

秋
彦

葉
四

大

誓 神
L 

の
刻
字

゜
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重久 地区

（故本田潔氏撮影） 49 

49 石祠 48 石柱（鳥居・残欠）

① 尾牟礼山山頂 ① 止上神社

② 享保十八年 (1733) ② 寛延二己巳 0749)正月廿日

十一月二十八日 ③ 高123デ

⑤ ④  ⑤④  

殿~神—・~ 止上 住僧塁一

＊ ＊ 
石記こも-,
材録のと 止

を開 はが鳥の!贔関見居鳥
塁は L 之えは居
、初 の 坂る宝の

...L. ハめ 刻字 石の永石 現
所尾 とで四材
大 牟。 い‘年を

権礼 うそ＾利誓
山 ° の一用 L

現 r 後七し のを'---
崇座鎮 の〇た刻

建七も 字
敬 と 立'、 の。
す 伝 での ゜
る ぇ あ大
とァ ら ろ地
'---れ う震ろ、

゜で
でぁ ム新7 倒

れ
る。た た

に と
し)

石 う
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石造物調査

47 道標（一里塚石柱）

①

③

 

重久616-1(道場口）吉永稔宅

高96芦ン

（裏面）

壱
里
参
町

戴
里

6
 ，
 

（現
在
の
隼
人
駅
）

陸
分
駅
停
車
場
戴
里

配側（
 

← -23 ------j 

⑤
明
治
十
年
丁
丑
の
戦
乱
で
亡
失
し
た
の
で
、
県
は
明
治
十
一
年
十
月

か
ら
、
改
め
て
実
測
し
て
標
柱
を
再
建
し
た
。

明
治
二
十
九
年
県
道
「
浜
之
市
東
襲
山
線
」
が
全
通
し
た
。
こ
の
線

は
浜
之
市
か
ら
清
水
を
経
て
重
久
、
田
口
、
霧
島
神
宮
南
下
東
多
羅
を

経
て
宮
崎
県
西
嶽
に
通
ず
る
道
で
あ
る
。
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重久地区

56 墓石 （百石墓） 55 墓石 （島田民部左衛門墓）

① 剣之宇都公民館西の墓地 ① 岩戸龍尾ケ岡墓地

② 宝永六丑 (1709)八月初四日

③ 高65芦ン

⑤ ④ 

内 7 

部 好月
に 山光
仏 島妙良
像 田玉園

裏
あ 孫大居士
り 贔姉面

゜
父
母
L 

の

旦
゜
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石造物調究

65 石碑 53 墓石 （残欠）

① 剣之宇都44 吉永政秋宅 ① 止上神社

② 明治二十二年己丑 (1889)

正月廿二日

⑤ ④ ⑤④  

剣火I 金 金ゴ ＾^ 伝刻
鍛冶産 山山 -銘

屋霊 毘毘 富不

金 神賣神神古 織岡 明マ
床 L 部
跡。の 之

旱 助
首

゜ 塚

゜
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重久地区

57 墓石（覺遍の墓）

① 止上神社の東南

② 明和四丙戌 (1766)六月晦日

③ 高130炉

⑤④  
＊ 奉碑る
稲 萩 庄寄文゜覺い→
元原 杢川 屋 進 遍ぽ平
盛 中 田越 のの 八
秋 藤 武 身神様 年
氏 左兵衛 長
管 衛 はで稲
理 門 ーも九― 

五あ氏
九る L

浅浅渕日橋高山山 五 ゜の
谷谷脇性下下 ン

治主杢 □仲小口 しと) 刻子ヽ

右衛衛右右衛 □左藤 □ い
衛次口 、

門門門 門
そ
の
物
差
し
が
残
さ
れ
て
し)
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石造物調査

63 60 64 62 61 

61ほか乗林寺石塔群

① 乗林寺跡

63 60 64 62 61 

頼盛 林乗寺 秀義 五月 乗林寺 保寛
ロロロロ

孔 i 善忍存海
心 大

宝永 乗林寺開 二住三
盛忍快春頼盛覚翁

六月月元
快春 山幸 十 覺年

廿二月 妙等 覚主 禄十年

泰 先師代 快精久

七隆癸 >[日 亥 雄昌盛純頼喜周賢
日

運々 胃 正

仙隻 寺常住 悟快 I 四月 賢周 禄元覚遍
月

＾ 
ロ

坊 七五 口

周賢僧深兼海
日 年 -'-/¥ 日

塁 九 , ―̀  

喜 七
七

頼喜覚遍海在 年俗姓

゜五ヽ
貫 教 十稲

刃、Cヽ 八元

昌 頼
雄 善

覚
翁

L 

の
刻
字
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重久地区

74 石敢当 68 自然石 67 記念碑

① 重久739 ① 止上神社 ① 止上神社

櫻井純行宅 ③ 高57茅ン 幅53芦ン

③ 高60芦ン 幅30$ン

⑤④  ⑤④  ④ 

石ゴ
＾^ 

7 

垣 石 伝 刻 本

iL~ 敢帝甲
-銘 明地
大不 昭治堂

は L
隅明 和百年 筈

め の 神 マ 四跡
込 刻 の t誓むo 子— 墓

゜ ゜ 年

月
十
)¥ 
日

喜
し

の

塁
゜
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石造物調査

1111 
匿

川原地区

76 田の神像（座像型） 75 五輪塔（残欠）

① 市野々 道路工事で前方に移転 ① 河内公民館裏

③ 高73与ン

⑤ ⑤④  

顔手 か徳＾
面の ら光神 刻
は穴 し) 銘

磨に も社 不
耗小

明
の~~

‘さ はバト ゜
後な
ろ花 とツ

姿を もサ
は挿 し)ア

袴し わ-

て゚ れ
し) る
た ゜
゜

840 



川原地 区

80 豊受神碑

① 河内公民館裏 ① 

② 明治三十一年旧閏 ② 

(1898)三月三日 ③ 

③ 高76ヂ

④ 

-, 

豊
川 受
原大
谷神
郷
中
J.L ， 

之
L 

の
刻
字

゜

79 三神の碑

薄木片枝新田（旧安田新田）

寛政二庚戌歳 (1790)三月□日

高93ヂ

⑤

安

田
氏
は

清
水
の
人
。

④
 
「
奉
造
立

口
水
神

御
田
神

御
山
神

施
主安

田
源
右
衛
門
」

の
刻
字
。

841 



石造物調査

86 鳥居 （明神鳥居） 81 豊受比売神碑

① 川原大山祇神社 ① 川原黒石

② 享保十五年庚戌 (1730)八月吉日 ② 明治三十年 (1897) 旧三月十日

③ 高350デ幅220芦ン ③ 高115茅ン

④ ⑤④  

額 昭ゴ
束 和豊

泣文
の 五 比

羹 十 賣

に 土神大

ー
四 L

山 月 の
王 十 刻
L 

且完と

ー
文

年 岳
弓に ヵ9

L 
ら

を 移

塁
部n又

゜
゜

842 



川 原地区

91 89 90 88 

88ほか灯籠 85 月輪塔

① 薄木大山祇神社 ① タ岸橋の先600や；；；

② 明治廿八年 (1895) 旧八月廿八日 ② 正長二天 (1429)

十一月十二日

91 ④ 89 ④②  90 ⑤ 
③ 直径39ヂ幅11茅ン

＊ 
ぅ左右 馬 ⑤④  昭 届 -, 明 宇気 胃和

大奉日~~

宇氣 汗竺I て

和明 ＾ 欠
小神勧請本國 天年 観頭音 あき →

且自 干八 るれ 願
十 祇早中 保銘

七
八 損

馬 ＿な 翡^ し゚) 王ヽ

年- 大年
な 成巴 大 年し 神

卯
神明 卯

L. ~ ~ 薬金'---
＾ 石ヽ 一 石

ろ ＾ の 八 詞 研大

は
L 

刻字 九 - 彫法七 八

讐 七
の

基 り 口
刻

。五

， 子。
の 口

祭
~ ヽ

八 塁L

や 四 十 月

鸞 旦
廿

で の

月 八 、子刻,..._, 

母 日 吉 日 表。

晨
日 は

ノゞ

が ンヽ

行
裏わ

れ は

た ア

よ が

う 彫

だ
つ

゜
843 



101 石橋（小瀬戸橋）

① 木原牧内

② 大正十五年八月 (1926)

③ 全長 7盆

⑤ 
の
で石
あエ
るの
名゚
は
不
明
だ
がヽ

~ 

'----

の
り
つ
ぱ
な
石
橋
は
大
切
に
し
た
し)

も

92 馬頭観音碑（自然石）

① 牧内公民館

③ 高40:ン 幅27茅ン

石造物調査

⑤④  

牧＾
内 刻
の 銘
ノゞ な

トと
カ ゜
ン
サ
ア

と

: 
れ
る

゜

木

原

地

区

844 



木原地区

98 石像（女人石像） 97 石敢当 93 山神碑（石祠）

① 木原市営住宅西隣 ① 木原中学校裏門口 ① 上木原

杉林の中 ③ 高56;ン幅22ヂ ② 安政二年 (1855)
③ 高86芦ン 幅48芦ン 卯三月

⑤④  ⑤④  
③ 高65茅ン 幅40ヂ

心＾ 路→ ④ 

観音中 刻銘な
上 泰 -, 
,~ 山

開'-石

と しヽ 言如 散営 神

〗 ゜ 当 L 社
tし? の

れ り。刻 木
る 原

゜
ヰ日子rユ→。

方
は 限
大 L 

型 の
の 犀も
の ゜が
ぁ
つ
た

゜
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石造物調査

本戸地区

105 田の神像 102 山神碑（石祠）

（田の神舞型）
① 本戸（真谷）瀬戸口隼雄宅

① 本戸（真谷） ② 安永三年 (1774)十一月吉日

楠元フ クエ宅南 ③ 高llO芦ン

② 大正十四年 (1925)
⑤ 

十一月
福村島 仁唐碑文五③ 高90茅ン 口 松 前 □ 小 個

藤小古村休兵中 □山 II 徳重 田 口 川町 の

④ 次 □口 蔵衛徳左 □ 口 丸
三 郎左右衛衛右 □ い

ゴ 丘侮な 衛 門衛 石
楠 衛門門門 が

元
門 中

に

彫刻 国 八 久家村助左 前吉楠 前原弥 宮原
入

分 郎 保 田田元 つ

花人村 左
田 興輿甚藤 て

衛 口 八次四八七 し}

牟＇墓 川門

衛衛 右衛 郎左衛丘’衛‘ る
石跡 門 門 ゜
屋 門 門

L 

の
刻
字

゜
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本戸地区

106 石像 （前田猪之助の墓） 103 山神碑 （自然石）

①

②

③

 

本戸

元文四年 (1739)二月七日

高80茅ン

①

②

③

 

本戸（市境）

享保十一年 (1726)二月吉日

高62茅ン

④
 
「口
山
貞
春
信
士

国
分
前
田
猪
之
助
」

の
刻
字
。

⑤
 

山
神

④
「

＿

62

-

安
藤

□

口

ロロロ
石
元

□

口
」
の
刻
字
。

土
台
に
な
っ
て
い
る
石
に
「
大
日

二
月
」
の
刻
字
が
見
え
る
。

847 



石造物調査

104 天狗神碑

①

②

③

 

本戸（市境）

昭和九年 (1934)十二月七日

高48芦ン

④
 

大
天
狗
小
天
狗
四
十
八
天
狗
神
様

48 

「
大
天
狗
小
天
狗
四
十
八
天
狗
神
様

松
原
口

□

前
田
良
右
衛
門
」
の
刻
字
。

848 



郡田地区

郡田地区

109 灯籠群 108 灯籠

① 熊野神社 ① 熊野神社

② 寛文五年乙巳 (1665)

三月十九日

賓費安
③ 高170芦ン

暦二暦二永十 ④ 

年年年
大森

四四辛
田山月月丑
氏新廿廿二
代は 衛右日日月

＾＾廿ー一九 々門

七七日 大宮 氏外
五五＾ 司名
~~ 七 職あ

り゚八
゜

ヽ

849 



石造物調査

109 石塔群

①
 

熊野神社

(1) (2) (3) (4) (5) 

石
板
（
ほ
こ
ら
の
中
に
あ
り
）

①
刻
銘
不
明

大
神
良
宮

②
宝
暦
二
年
十
二
月
五
日
（
一
七
五

大
田
左
衛
門

③
刻
銘
不
明

(4) (5) 

豊
受
姫
神

明
治
四
十
二
年
二
月
二
日

（
一
七
一
二
七
）

即
元
文
二
年
己
閏
十

一
月
廿
日

側
奉
建
立
鳥
居
田
二
柱

左

神

社

石

殿

一

宇

‘,¥ 

止
上
権
現
鳥
居

知
止
上
両
柱
神

（

柱

蔦

跡

雙

石

中

郡
田
郷
中
男
女
敬
白

面

〇

講

主

取

源

蔵

右
同
八
兵
衛

側

右
同
次
五
右
衛
門

右（
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台明寺地区

台

明

寺

地

区

125 板碑（方柱板碑）

①

②

③

 

台明寺芭蕉田

永正五年 (1508)九月十一日

高さllO炉

④
 

（左側面）

?,l 

永
世
五
年

九
月
十

一
日

7-1 

奉
書
駕
法
花
経
一
口

一
字
一

石
逆
修
長
賢

礼

（右側面）

丸

「
奉
書
窪
法
花
経
一
口
口

一
字
一
石
逆
修
長
賢
」
の
刻
字
。

851 



石造物調査

114 116 118 120 121 122 
115 117 119 

114ほか台明寺墓地僧侶墓群

116 ll7 118 119 120 121 122 123 

七同年月六□政冗戊年文哀 箱少岱都良琴 起縁叶三都法 寛〗 i[ 
寛政 贋

ぶ甲
一 一

元文法住叶嘗
法 闊

亥皐
吾菜閉九醤閃和年四 僧都法 十

生國 三戊午 寂應印 興山中第

モ〗見： 閉世

四

之寄 癸淑亥面印良 子五 憲印 世

I明i月尚
筑後天七大和位尚 二

1a 附七 寄九義塔誓 月林 法

静畜 初月 尚
附月 八 印

初十月^H 権大伯都世
日 口

□ 日 理六塔
良永 十四

.、

日^覺印
日 ロ

五＾
現知房 知慎 ＾ 一日

L 
”ー、

十一 日 七 1古子
三八

＾ 
九 八 七

刃,c:,、— 覺 八 /， ¥ 

゜
七

八

゜
七

：：：：：： 
七

｀ 九
L ヽ 八L 

L ヽ
八

L ヽ

L~ の

塁

852 



台明寺地区

114

「
法
印
憲
徴
塔

萬
延
二
辛
酉
歳
正
月
十
八
日
寂
(
-
八
六
一
）
」

＊
一
番
奥
の
石
碑

「
奉
讀
誦
法
華
経
：
．．
．．
 
碑」

恭
以

□

口
□

口
壽
終

□

千

歳

霜

者

定

権

花

以

興

倫

口
依
五
通
自
在
神
佛
被
襟
生
死
海
之
浪
女
如

□

口

輪
王
亦

□

有
意
風
以
誰
不
拾
昆
山

寧
端
直

□

口
不

□

法
界
海

一
口
耶

抑
妙
法
蓮
華
経
如
則
三
千
大
千
郎
法
依
報
有

□

口

融
不
思
議
是
各
妙
法
大
乗
因
者
諸
法
実

乗
口
者
諸
法

□

相
本
有
因
果
口
称
蓮
華
経

口
皆
是
金
色
佛
体
一
宇
則

一
口
宇
則
十
佛
郡

D

六
万
九
千
三
百
八
十
余

□

体

也

況

数

口

文
字
更
不
可
勝
計
故

□

口
信
妙
法

無
不
滅
罪
口
喝
蓮
花
元
不
来
善
仰

願
口
方
巨
莫
大
也
寿
命
長
遠
後
生
善
処
而
己

奉
読
誦
法
華
経
王

115 

土
縁
謝
十
万
億
刹

□

裏
速
到
猶
為

追
福
今
月
今
供
養
三
宝
一
塔
造
営
乃

至

享

和

三
年
亥
十
月
四
日
敬
白
(
-
八

0
三）」

「
竹
林
山
第
十

一
世
紫
雲
院
法
印

□

口

天
保
十

一
年
子
九
月
初
五
日
（

一
八
四

0)

壽
六
十
四
歳

853 



石造物調査

130 摩崖仏（アンダドン） 113 宝塔的五輪塔

① 台明寺984 山崎トシ子宅北 ① 台明寺跡

③ 高74芦ン 幅92茅ン ② 延宝八年 (1680)七月十二日

⑤④  ④ 

損＾
-, 

耗刻 法

が銘 畠ひ な

どと 仁l
L 

＜ ゜
不

の

明 讐
瞭

゜゜

854 



台明寺地区

127 

135 記念碑（島津斉彬公御茶水の碑） 127 山神碑

① 郡田川沿い道路上 ① 台明寺

② 皇紀二千六百年（昭和15年） ② 元文二丁巳 (1737) 九月吉日

③ 高120;ン ③ 高90茅ン

④ ⑤ ④ 
あ

碑 り二 ← 

御料 嘉氷六 斉彬島津 文

。ニ 地日
国 祈主吉
名 願大山

照年+公! 勝 主権王

胃社~呂 ニ— 月

会図付／ 地
現

← 年主
に六三

司河 十日 ...,+吉

崎 ＾ 地七

社掌 正直胃 一八 主歳造

渡五 饂jJ_-

辺 三 • 之
氏休 ｀ 

7 L 

子五 日 日 の
中郎 吉

枝神社 雙毛山
王

; の
旧

之 地
際 L 

の
記
録

855 



石造物調査

132 131 

134 記念碑 132 馬頭観音碑（石祠） 131 宇気母智大神碑

（貢御古跡青葉竹の碑）
② （年銘なし） 小国皇大神碑

① 日枝神社 ① 日枝神社

② 大正四年 (1915) ② 明治八年亥 (1885)

十一月七日
⑤ 

四月八日

③ 高167ヂ ③ 高100デ幅26芦ン
国

④ 
宇氣 保食神碑 馬頭 石馬 分市内

④ 

日 清金御貢古 碑母知神戸 観ゴ碑日エ~ 像 馬頭0) 
小宇氣-, 

社掌枝神社 村長村水ニ円
塁旦目

渡辺 神崎 寄附竹跡青葉
+++ 胃 大大

― ― 五ー係関 神神
休 喜 の ノ基ヽ ニ基こ 基 ＿ 基 L 

次 碑 の
郎 を

刻
あ

字氏 げ
゜渡前永清中子 る

辺喜田吉金水七府別総代 と

四偲助之 □文
次
の

郎 進 畠 ょ
門 う

に
な
る

゜

856 



台明寺地区

136 記念碑

① 台明寺981-1 久保アサコ宅前

② 昭和五年 (1930)三月廿四日

③ 高147芦ン

⑤④  

碑→

及ノ話博二山当 文悶
ベ 御 シ右賛田山郡 之
リ沙合衛同村園 之田 碑

汰ヒ前門ノ 路真 L 

下皆賛 意田 の
リ 田ヲ亀宗
絃同新表太之 刻
ニシ 五シ郎開 字。

喜
日翌清宜先生 担
向九水シ タ

人 國年助クヲ Jレ
内十左請 □地

寺 場喜 一 衛 合 ヒ 主
元 月門下御園

京米サ親佛 喜
月`I＇J 講都満レ 助
田 トノ敵夕下旨 氏

名ヅ御本 助リ ハ
之 永喜ヲ明
助 ケ 山 吉助奉治

ラヨ源氏願八

竹昂
レリ衛右ハセ年
今 御 地シ日
日下門等 主処向
二旨 圏大國

857 



石造物調査

142 層塔（三重塔） 141 層塔（三重塔）

① 日枝神社社務所奥左 ① 日枝神社社務所奥右

③ 高170芦ン ③ 高180ヂ

⑤④  ④ 

比＾ ＾ 

較腐 闊な
刻
銘
な

しと しヽ

し) ゜ ゜
゜

858 



清水地区

清

水

地

区

155 田の神像（文字型・自然石） 154 田の神像（神像型）

①

②

③

 

中台溝

（年銘なし）

高150茅ン

①

③

 

郡田218-4(久保田）

久保田正幸宅角

高96茅ン

④
月
輪
に
叫
御
田
神
」

⑤
隣
に
保
食
神
あ
り
。

の
刻
字
。

⑤④  

「
庚
申
講
」
の
刻
字
。

後
ろ
に
エ
イ
を
彫
る
。

シ
ャ
ク
・
ハ
カ
マ
を
持
つ
。

859 



石造物調査

159 158 

161 田の神碑 158 灯籠 156 保食神碑（自然石）

（文字型・自然石） ① 郡田227(久保田） ① 中台溝

① 国分中学校正門前 大紋久宅角 ② 明治七年八月十日

③ 高42茅ン ② （年銘不明） (1874) 

④ ⑤ ④ ⑤④  
いとに

7 ゜ん盛月 -:::: 7 

田 7 

日〗ノ 隣どん待 奉

神 159女には 進寄
L は人な十久 下 L

の 観音 にる八保 罰の
刻 よ゜伎田観I 

は靡字 様仏つ 月・ 村

゜
ての十女 み。

で信出九中 ~· 
'----

あ 仰 を 夜 月.,IJ と
ろさ祭・十 な
うれ＾二八 薬
゜た待十夜 研

普。-る 二夜待施 彫
り

通信• 主 だ
は仰 二 L が
文 と 十 の

ヽ

字塔 い六刻 欠
わ夜字 け

でれな ゜ て
石 ‘ど 不
仏そ江 塁はれ戸
珍は時 ゜
しほ代

860 



清水地区

163 水神碑 （自然石） 162 水神碑

① 弟子丸池 ① 羽坂橋

③ 高50芦ン ② 大正十五年(1926)九月二十一日

③ 高92芦ン 幅27芦ン

④ ④ 

一

7 

水 水
神 神
L 此
の 羽
刻 坂
そ,_,_.； 

m 
茂

羽氏
坂寄

組畠 付

設
L 

の
刻

er;; ・--

861 



石造物調壺

165 火の神碑（自然石） 164 水神碑（梵字）

①

②

③

 

清水1324 玄亀庵

藤浪良信宅前

(1930) 昭和五年三月

高94茅ン

①

②

③

 

三郷（北小北東）

黒田ワカ宅北sot;;;
元禄七甲戌天 (1694)

高65茅ン

④
 

慎
應
上
人

⑬
一元
禄
七
げ
天
建
者
前
田

□

且

梵

字
（
パ
ン

員
應
上
人

建
者
前
田
口
口
」
の
刻
字
。

⑤
慎
應
上
人
は
元
禄
五
年
九
月
廿
一
日
七
四
歳
で
入
定
し
、

十
一
年
戊
寅
九
月
廿
一
日
八
十
歳
で
寂
滅
。

-

6

5

-

「
秋
葉
神
」
の
刻
字
。

④
 
7 

← 38-! 元
禄
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清水地区

171 石敢当（長方柱型） 1169 宇気母智大神碑

小国皇大神碑① 清水 1374 

安田商店石垣①

② 元文五年庚申 ② 

(1740)十一月吉日

③ 高130芦ン 幅32芦ン

三郷公民館

明治廿三年 (1890)

十二月十八日

③ 高116茅ン
⑤ ④ 

④

「

石

散

嘗

安

田
口
口
」
の
刻
字
。

⑤
石
散
嘗
の
文
字
は
安
田
氏
が
神
主
さ
ん
の
教
え
で
彫
っ
た
も

の。＊
県
下
で
2
番
目
に
古
い
も
の
。

の
刻
字
。

④
 
「
宇
氣
母
智
大
神

小
國
皇
大
御
神坂

之
上
郷
中
」

166 火の神碑（自然石）

① 清水

② 明治州一年 (1898)

旧三月廿三日

③ 高97茅ン

「
小
國
大
神

内
馬
場
中
」
の
刻
字
。

普
通
、
小
國
神
社
の
祭
神
は
秋
葉
神
で
あ
る
。
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石造物調査

175 明神鳥居 173 記念碑

① 南方神社 ① 国分中学校裏門

② 享保十四己酉年閏 (1729)九月吉日 ② 紀元二千六百年

③ 高360芦ン 幅200芦ン （昭和15年）

⑤④  
③ 高176ヂ幅40茅ン

阿額 ④ 

久束
碑

根の 高千 尾シ此→ 文神

市南方 表裏に

ノテ 代
穂名 □麗聖
ノ見 □ハ誓
遺ュ＝

神-,
名蓋元雙 尾社諏

鳥の 訪宮
ヲシ島年

存智津弟中
居 L ス尾氏

はと 清ルハノ子

万年 水］此弟丸
治銘 村 ノ子氏
ニを 及 付丸智
年彫 同 近氏尾

＾る 教 ー帯興ヘ神社
゜ 喜ノ＇‘ ノエヲ

五 L 名占夕創
九 の ル祀
ヽ

塁
二文セ

建 シ書ル
斗＇ ゜ テニ遺

゜ 神又址
代智二

864 



清水地区

181 墓碑（島津忠将の墓） 174 記念碑

① 清水榜厳寺跡墓地 ① 北辰神社

② （なし） ② 昭和五十五年(1980)十二月吉日

③ 高 2盆

⑤ ④ 

法忠忠 7 

名 将将 塩
井

→ は＾ 浜之
心禄永忠
翁良

田水

大四公 良

安年の 知

大＾子
外

居一-
士 五 彰． 旦
<~: JL ， 

L 

L 福忠 の
゜将 刻
山- 字
で の ゜
戦墓
死。が

ぁ
っ
た
゜
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石造物調査

④

碑

文

弓
道
薩
摩
日
置
流
祖

薩
摩
日
置
流
弓
道
指
範
師
祖
東
郷
重
尚
代
々
之
墓
碑

東
郷
領
主
渋
谷
東
郷
家
十
六
代
重
尚
ノ
長
子
重
尚
ハ
一

五
八
六
年
東
郷
を
出
て
曽
木
ヲ

経
テ
末
吉
ヨ
リ
移
リ
更
二
国
分
二
転
ジ
島
津
義
弘
公
ノ
臣
ト
ナ
レ
リ
関
ヶ
原
二
破
レ
牛
根

二
在
リ
シ
浮
田
秀
家
ノ
家
臣
ニ
テ
弓
ノ
名
手
本
郷
伊
予
守
義
則
ヲ
師
ト
シ
テ
家
久
公
卜

倶
二
学
ビ
タ
ル
ニ
始
マ
ル
重
尚
壮
年
ノ
時
ヨ
リ
俊
芸
ノ
気
象
高
ク
数
年
ニ
シ
テ
蘊
奥
ヲ

極
ム
ヤ
ガ
テ
義
則
病
没
ス
其
ノ
後
家
久
公
重
尚
ヲ
従
へ
上
洛
ス
家
老
伊
勢
貞
昌
ヲ
使
卜

シ
テ
日
置
弾
正
忠
正
次
ノ
正
流
ヲ
伝
ヘ
タ
ル
吉
田

一
水
軒
印
西
ヲ
伏
見
屋
敷
二
召
シ
親

シ
ク
弓
術
ノ
奥
義
ヲ
問
ヒ
遂
二
重
尚
ヲ
シ
テ
入
門
セ
シ
メ
ラ
ル
是
ヨ
リ
重
尚
日
夕
鍛
錬

シ
遂
二
日
置
流
ノ
蘊
奥
ヲ
伝
ヘ
ラ
レ
初
メ
テ
薩
摩
弓
術
ノ
師
範
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
ル
其
妙
技

ノ
数
々
ヲ
記
セ
シ
名
矢
記
ハ
明
治
十
年
ノ
兵
火
二
罹
レ
リ
爾
来
重
持
二
至
ル
マ
デ
弐
百

数
十
年
二
亘
リ
弓
術
ノ
師
範
役
ヲ
勤
メ
一
流
一
派
二
拘
泥
セ
ズ
広
ク
諸
流
ノ
粋
ヲ
抜
キ

研
究
鍛
錬
シ
テ
世
々
藩
主
指
南
ヲ
勤
メ
側
ラ
藩
内
幾
十
万
ノ
門
弟
ヲ
養
育
セ
リ
伊
集
院

平
田
高
田
三
派
ノ
弓
術
指
南
家
モ
此
ノ
門
ヨ
リ
出
ズ
ニ
十
八
代
藩
主
島
津
斉
彬
公
ハ
限
々

①
十
二
代
実
敬
ヲ
召
シ
鎌
脇
ノ
射
法
ヲ
参
酌
シ
テ
之
ヲ
腰
矢
卜
名
付
ケ
組
弓
進
退
押
詰

8
 

19

等
ノ
射
法
ヲ
創
設
セ
ラ
ル
弓
術
及
ビ
槍
術
ノ
師
家
ノ
貫
キ
得
ザ
ル
鉄
板
ヲ
只
一
矢
以
テ

（
 

貫
ク
等
世
人
神
業
ナ
リ
ト
称
ス
愛
之
進
重
持
ハ
慶
応
元
年
薩
摩
留
学
生
ト
シ
テ
英
国
ニ

地

月

墓
七
留
学
セ
リ
明
治
ノ
昭
代
二
方
添
ク
モ
吹
上
御
苑
及
ビ
袖
ケ
崎
島
津
邸
二
於
テ
腰
矢
数
矢
及
ビ

跡
年
貫
徹
ノ
射
術
ヲ
天
覧
二
供
セ
リ
明
治
四
十
年
十
月
二
十
九
日
皇
太
子
殿
下
磯
島
津
邸
二

於
テ
弓
術
御
台
覧
前
県
庁
ヨ
リ
弓
術
由
来
書
差
出
ス
ベ
キ
旨
従
四
位
東
郷
重
持
二
掛
合

寺

三
厳

十

祖

榜
六
相
成
諸
伝
記
記
録
ヲ
取
調
べ
清
書
ノ
上
県
庁
二
差
出
シ
タ
リ
大
正
九
年
三
月
皇
太
子
裕
仁

已

ォ
用
親
王
殿
下
大
正
十
一
年
英
国
皇
太
子
殿
下
磯
島
津
邸
二
於
テ
台
覧
二
供
セ
リ
昭
和
三
十

念―-＝口

清

昭

九
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
シ
テ
腰
矢
ヲ
演
ジ
内
外
ノ

゜
18

①
②
絶
賛
ヲ
拍
セ
リ
重
持
ノ
高
弟
溝
口
武
夫
郷
里
出
水
ニ
テ
腰
矢
ヲ
継
グ
現
今
二
至
レ
り
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清水地区

重
持

脇木民 津歳島久 十三代直 ＋ニ代実 ＋ー代実徳弟命 腰矢水出 道範士弓 重持之 成館副集館長 臨津家島H 道連殷弓 代々ノ

部祐春公二持敬 保存会 弟範高 盟会碑墓ハ

屈後裔久 殉愛之 時 ナ 長昭死之長 和
セ進子 二

シ孫 十年

光ス
上恒吉伊藤溝田津ゑ島 志 ノ公マ 原 口実々戦

白日

忠雄信夫武夫 義宏目 災二々鉄
孫＝ 勇逢
工 し9

学博 上川
ィ
シ

士ハ ヲ
）レ 閏

盃久 ~ /¥ 

十
矢曰口

年
七
月

且
ス

867 



石造物調査

185 石柱（北山神社・小畑）

① 新町759-6(中台）内野繁宅隣

② 明治五年壬申 (1872)三月四日

③ 高84茅ン

④ 

7 

北
山

奉鎮 本社百 神社

内平
門隈

林右衛 之 御遷江

門 宮
L 

の
刻
"i';; r½ 
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中央地区

中

央

地

区

186 層塔 （三重塔）

①

②

③

 

金剛寺跡

元和二年丙辰 (1616)三月吉日

高537芦ン

⑤④  

匝区匡国

ぃ胎
百→讚讚貞
仏

の
刻
字

「
貫
命
存
忠
庵
主
’J

石
棚
に
彫
る
刻
銘

営
寺
十
五
世
法
印
覺
英

時
享
保
四
己
亥
年
九
月
吉
日
造
立
（
一
七
一
九
）

肥

後

周

右

衛

門

監

野

村

口

五

左

衛

門

安

縄

家
村
源
四
郎
住
意

□

田
吉
左
衛
門
信
安

平

田

口

右

衛

門

宗

坂

木

休

右

衛

門

清

栄

岩
切
与
右
衛
門
信
歳

石

エ

与

右

衛

門

喜
左
衛
門

口／
 大

守
修
理
大
夫
義
久
公

妙
谷
寺
殿
貫
明
存
忠
廃
主

牽
責

元
和
二
印
―二
月
吉
日
建
之

869 



石造物調査

187 層塔

① 法隆寺境内

② 寛政三亥天 (1791)四月吉日

③ 高326戸

189
「常
寺
十
三
世

明
和
三
丙
戌
歳
（
一
七
六
六

行
蓮
社
口
誉
性
善
和
尚

七
月
十
二
日

L

の
刻
字
。

188
「
常
寺
十
四
世
中
典

□

ロ

口
和
三
天

口
連
社
眼
誉
上
人
口
全
大
和
尚
」
の
刻
字
。

④
「
先
祖
代
々

想
檀
中

為
菩
提
之
」
と
刻
字
。

＊
他
に
境
内
に
あ
る
僧
侶
墓
（
写
真
は
な
い
）
。

870 



中央 地 区

193 方柱塔婆

① 旧市立図書館

② 暦應四季九月八日 (1341年）

⑤ ④ 

橘側＾正＾側^ 
木面面面城....__..,....__.., ....__.., 

跡 7 

の 暦

供養塔 南無 應
印阿四季

゜阿弥九

弥佛陀月

佛陀 八日
L 

の 予刻
子,-L,。 ：：：：：： 

忌

871 



石造物調査

194 笠塔婆

① 旧市立医書館

② 建武三季丙子八月十五日 (1336年）

⑤ 

＊ ＾^  ^さ南側正側

れた 北朝時 面~面~ 面~ 
も 建ゴ

でのぁ代橘 南佃"ヽヽ 武＝ 
る木城慮弥阿季
゜攻阿 丙
防弥佛陀子
に佛陀 八

るよ L + 月

戦の 五
死刻 日
者字
ヘ ゜
の

供養

の
た
め
に
造
J.L ＇ 

872 



中央 地 区

217 石塔（国分寺再造立の碑） 195 板碑群（残欠）

① 国分寺跡 ① 旧市立図書館

② 天正十年壬午二月 (1582)

③ 高88茅ン 幅56茅ン

④ ⑤ 
＊＊  

碑 五傘板
大土方 堂星之隅国

輪塔^ 石碑^ 

渕脇 天 悶安穏径路也内 本懐 無 突者大夫昔 然従伽藍藍 分寺者佛古 再き旦

残^残欠残欠
欠~~

讃岐入正十年壬 是則畢天 子今依地 之 大日碑の
~ にに
にはは

道浄斉記午二月 下太平塁立 趣本堂亦棲門鏑草創以米 霊占
は正墨
貞和書

日 國勘十 七 権地化西海道
治のあ
三年る

之 年号も
L 

＾を読の 一彫め

夏 三るず
-'- 0 0 

ノ‘

四ヽ

の
年
万ロ

を
彫
る

゜

873 



石造物調査

196ほか金剛寺跡僧侶墓群

① 金剛寺跡

墓
碑
の
図
は
次
頁

八
七
五
頁

に

塁

874 



冗
ゥ

門
翻

悶
奉

治
喜

寿
面

寄

ロ畠畠
〗

進

虐〗:,n,lt 
2

0
0

~
 

喜
[

□
な
1
塁塁う員

；『胄
I!

水
日

凶痣氷廿

第六世

,ai 

法印頼源

金剛治

ai法印憲海

十二世

保四年丁亥呵庁国門二饂

当寺七代住

法印頼有門

3奉

六月

196

九釘国喜`口＼鼠旦印盛遍

永福寺先師

享保八年

員法印真海

九月廿五日

真應上八首弟

一雲房

Sl8 



石造物調査

218 入定石室（真応上人石室）

①

②

③

 

金剛寺跡

元禄五天壬申 (1692)九月廿一日

高222茅ン

⑤
元
禄
十
一
年
九
月
二
十
一
日
八
十
歳
寂
滅

（
六
年
間
生
存
）

「
法
印
権
大
僧
都
憲
海
大
和
尚
位
」
の
位
牌
が
安
置
し
て
あ
る
。

876 



中央地区

九

＠ 
,c_ 

＠ 
o~o 

包）月 桔
廿 五

天
B 

If f ぎ賢 讚晶 硲閉
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石造物調査

214 六地蔵（梵字） 213 灯籠（庚申塔）

①

②

 

金剛寺跡

（年銘なし）

①

②

③

 

金剛寺跡

貞享五年 (1688)卯月十三日

高152デ

⑤
 
珍
し
い
形
態
。

県
下
最
古
は
石
瞳
型
で
は
宮
之
城
町
荒
瀬
。

延
徳
二
年
(
-
四
九

0
)
。

④
 

贔

金
剛
…

-
0
0
9

金
…
•
•（
金剛
悲
地
蔵
）

；
預
：
…
•

（預
天
賀
地
蔵）

00？

放
・・・・
・
・
（
放
光
王
地
蔵
）

（側面）

卯貞
月享--+

t犀
炭
申
信
仰
之

施
主
建
立
之

oo9
金
剛
：
（金
剛
願
地
蔵
）

乙
、

金
剛
・

「
庚
申
信
仰
之

施
主
建
立
之
」
の
刻
字
。
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中央地区

215 石塔（六観音・梵字）

①

②

③

 

金剛寺跡

（年銘なし）

高130;ン

/--30-j 
/-277 

⑤
珍
し
い
形
態
。

.'~ クに
壽

如
意
輪
観
音

キ
,~ 向

召

准
脹
観
音

g
ィ

正
観
音

圧
森

干
手
観
音

:
贔

+
l面
観
音

，
 

ン：
書
曇
馬
頭
明
王

け

普
及
於

―

)

/
小
川
村
慶
次
郎

879 



208 石塔群（残欠）

① 国分寺跡

六地蔵（残欠）

礎石（残欠）

□/ 
f--60----j 

石造物調査

層塔 （笠石） 残欠

冒~j
880 



中央 地 区

210 仁王像（首なし） 209 仁王像（上半身）

① 国分寺跡 ① 国分寺跡

② （年銘不明） ② （年銘不明）

④ ④ 

＾ ＾ 畠 闊
な な
し し
ヽ ヽ

゜ ゜

881 



石造物調査

216 石塔 （六観音再興碑）

① 国分寺跡

② 永禄五年壬戌仲 (1562)春彼岸吉日

③ 高107ヂ幅110炉

④ 
口 国
永 ＾ 百應 施鉢 処歳堂国 分碑
禄 省略億宅 作 主亦乎久宇分寺 寺文
五 - 畢語如 仰 諸突依 之 六

年 大 光 意兼依壇 脇従翡 観音再観音
党壬各 浄願 成妙長快楽屡 越之 興
守戌 □□ 主近 編此励隣大再
比 □禅渕 以 再里菩
丘仲春 □門脇澤斐 術鵜柳 善修造信六薩桑碑興

永口彼岸吉 口
安当

般変述常楽何胃 家國之男信女 観音 沙函純海
化 感応 豊彫志刻 像紛砕 弥生西海路

敬白日
ロ

現之饒ロ 登正
作

口 石堪視其 像者 隅者 荻情焉之口像 絶中 ，｝卜1
深 容 □口六 同
署 口
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中央 地 区

207 206 205 204 

204ほか無縫塔他 （僧侶墓）

① 龍昌寺墓地

207 

八

→ ⑰ 
四提以奉為則、， 寛氷 の
思勝伸造 碑

下資 I―l供喪窟立原六文
遠 六孫己

六品 能道兵 巳龍
趣 蓮 衛 十寺昌
乃 □焉 化 尉 月
口 覺此地 二 墓
口 口善宗 蔵慈 日地
界者也 薩父＾
群栄陀‘ ―
生伏居明土六
蒙同願士王佐ニ

山得六建守九
利 報菩 尊 -
益 之
者
L 

883 

206 205 204 

—, 7 7 

住水泰前` 慶応元丹乙

大 龍
享 淵

仁嶽 十昌

巳 発 ニ
七 和世

口 極 壬 尚
源月 子 L 

八 天
源日 十
八士ンヽ ＾ 

盃パ
月
十

L -'-- 日ノ‘

五 ~ 

ヽ

七

ヽ
L 



石造物調査

220 灯籟 219 供養塔

① 遠寿寺墓地 ① 中央2-3-2 野田永春宅

② 元和二年 (1616)八月初二日 ② 天正十年壬午 (1582)+一月

⑤④  

石 奉 ＊ 此安淵開聖我莫 奉

灯南無 寄 も古石歳以 観音 積日霊造立 ~伝~ 奉-, 

＾櫨進＾ 摘指さ 塔造遂地十妙智故科也霜月 権地化 国氏神 持修
側 妙 側
面 法 面ヽ れ研究会立万奉迎浮 浩久基開也 我分 聖

｀ 蓮 てい故奉口 慮愁是 居石 観>
喜 る園一願 数佛ー

゜田如口子時一切

犀^
万

先生 是者也 正天 平等智
仏

八

坐
L 1 

作成参 十年一 像
の

悶施 開 壬切

晨·~· 喜持主 国 午十 之口

分 ー入 聖
吾J... 

旦 月f菩
常楽t法 観音経

口見院今奉 に

施主 往生あ
大 口 妙方行 る 詠旦安為万巻— 
ェロロロ 石

安純敬白 安楽園長 >
月 逆 所

ロロ 田 修

ロロ ロ と 昇ロロ ロ の
ロ 闘
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中央地区

224 223 222 221 

221ほか墓石群

① 遠寿寺跡墓地

224 223 222 221⑤ 
＊ 

壬円 南 南 南 南 山

十申 信院 無 無 改 無 無 /II 
無妙若 口 妙是 八琥 追妙得 真妙 □石

二殿 一法有聞 定無 法人 誓 成法入 至法此製
月妙 不蓮 蓮於 就蓮無 道蓮宝
廿蓮 成華法 古華佛道 喜 佛身 華上 場華経 者
三大 佛経者 疑経 経道
日姉

喜卒0 は- 悲 浄 園 六喜慶

盃
六母慶 六仁慶 六信院 慶 月見院 長
月 長 月覚長 十月 長 吉十

＝ 十妙十 十霊十 日浩二
年 八俊 二 八位二 持~ 八妙蓮十二 隆年

＾ 
日霊年 日 年 明 日尊年 丁

魂丁 丁 様 霊丁 未
五 位未 未 の 末 逆^七

＾ ＾ 
母

＾ 
修一

＇ /°¥ 
ヽ

ノ＇‘ /＇ ¥ 
ノ＇‘ 

゜゜ ゜ ゜
七

七 七 七
ヽ

ヽ
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石造物調査

240 火の神碑 234 火の神碑 227 水神碑（自然石）

① 中央3-27-1 ① 中央1-2-1 ① 旧市立図書館角

ロイヤルビル前 国分駅前 ② 明治十年丁丑

② 明治十一年寅 (1878) ② 昭和五年 (1930) (1877)十月吉日

旧二月十八日 十一月二十八日 ③ 高84芦ン

③ 高130$-ン ③ 高130芦ン
⑤④  

④ ⑤④  
＊ 
石 ゴ碑ぶ＊ 
材

.1L ＇ 碑 → 堀文神
7 

文 秋 は 此 L

＾ 
飼 派

葉 坦、土 井
愛 遇 な 神 寺寿切石也

の
宕 槌

殿社 常喜 山エ事 社
刻

神川神 L 石 ＝ 字
社跡 で石 口委 ゜の ゜本宅
の町 あエ 六員

刻 ii 祭中 る 蔵郎
字神 ヒ ゜松
゜ 之衛

での プ 助門
も刻 仲 L 

あ字 次
る ゜ 郎

゜
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中央 地 区

236 235 

231 238 

235ほか火の神碑 238ほか火の神碑

① 中央4-21-18 車田秋葉神社 ① ミヤタカンパニー倉庫前

② 萬延元年申 (1860)七月十日 ② 昭和三十一年 (1956)八月朔日

③ 高90}'ン

236 ⑤ ④ ⑤③  231 ④ 
で

左 火ア 7 ヰ日 百向石
7 

側 のツ車秋 は 93像 秋
の 神 力田 葉 >呼チセ 葉ン~

自 でサ郷中 地
市長 神社

然 あア 蔵
石 ると L に 菩
は ゜呼の あ 胃 石
古 ん刻 つ 塚
し) で字 た 像ヽ 彦

i 
し) ゜ も
る の 冒゜ を

で 秋 移
L 

ぁ 胃 し の
ろ た 刻

う。 社 ゜ 子,-4。
の
祭
神
は
火
之
迦
具
土
神
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石造物調査

237 火の神碑 （石祠）

①

②

 

中央3-12-47

（年銘不明）

永山酒造隣

⑤
 

④
 

秋

葉

神

社

「
秋
葉
神
社

本
町
中

上
立
馬
場

金
本

塩
屋
町
中
」
の
刻
字
。

こ
の
付
近
は
塩
屋
町
と
呼
ん
で
い
た
。
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中央地区

242 243 

242 火の神碑 （石詞） 243 馬頭観音碑 （石詞）

② 明治十七年 (1884) ① 中央1-7-32 森本旅館横

六月十八日 ② 慶応四年戊辰 (1866)五月吉日

④ ④ 

7 奉碑
小 建文
國 jJ_ ＇ 

神
久 小大迫 岩矢宮坂外宮宮外
保 原 切野原本山原原山
馬 平四善四蔵 □金吉良次善助
場 左郎太郎衛右 □次 郎右
小 衛左郎兵 郎
路 門衛 衛門 衛
中 門 門
L 

の 丸鳥丸枝是清宇都市 藤石坂矢

塁
山 山塚本野

次仙嘉猪 小市四喜

゜ 郎太之之次郎 平 兵 郎 兵

右衛郎助助郎 太 太 衛 左 衛 衛

門 門
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石造物調査

256 灯籠 247 石敢当 245 石敢当

① 若宮神社 ① 中央1-22-26 ① 中央1-8-42

② 元禄五年壬申 市来慎一郎宅前 新徳克巳宅前

(1692)十一月吉日 ② 昭和三十年ごろ ② 明治以前

③ 高136芦ン 幅27茅ン ③ 高42茅ン 幅17ヂ ③ 高60ヂ 幅26ヂ

④ ④ ④ 

7 7 7 

奉 泰 石
向寄 山

墨花村 進 石

誓
L 

石 の
徳灯 L 

刻
兵籠 の 字
衛ー

塁 ゜
尉基

゜
胃
L 

の

塁
゜
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中央地区

心-,
且苓・ペ

tゞ:'l't-
~-で、.--,

贔
ai 

257 水神碑

①

②

③

 

車田秋葉神社

（年銘なし）

高150茅ン

⑤④  

徳
匁
迦

沙
迦
羅

し
大
旬
山

#
H
 

雷＿

150

配

難

陀

膚
祓
難
陀

「
龍
大
向
山
」
の
刻
字
。

性
格
は
水
神
で
あ
ろ
う
。

八
大
龍
王
の
う
ち
の
四
神
と
い
う
。

も
う
一
基
は
行
方
不
明
。
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石造物調査

261 門柱（八角柱）

① 八坂神社

260 門柱（八角柱）

① 中央4-27-10

② 享保八年暦 (1722)癸卯年

③ 高180芦ン

⑤
 

「
寅
正
月
廿
四
日
」
の
刻
字

「
享
保
七
天
壬
（
一
七
二
二
）

明
治
三
拾
二
年
石
口

六
月
吉
日

鵜

木

熊

三

郎

林

常

太

郎

海

江

田

小

八

郎

林

嘉

助

林

岩

吉

林

金

次

郎

」

の

刻

字

。

明
治
三
十
二
年
府
中
よ
り
移
転
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
文
政
六
年
の
道
帳
に
は
「
六
地
蔵
角
よ
り
恵
比
須
角
ま
で
」

と
い
う
項
が
あ
る
。

④
 （

右
側

（
左
側

⑤
八
坂
神
社
の
門
柱
261
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
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中央地区

雫
“ 

264 墓石 （亀墓） 263 墓石 262 エピス祠

① 龍昌寺墓地
（服部英龍の墓）

① 八坂神社境内

② 文化四卯 (1807) ① 遠寿寺墓地 ② （年銘なし）

五月十一日 ② 明治三十八年(1905)

③ 亀の長さ80ヂ 十二月二十六日
⑤④  

⑤ ④ ⑤ 
加＾て 治 刻

昭 ー 有名 明治 本名
和

津 木銘

＝ 曲 初゚ → 
石 な

家 製-し
四

先
期有 0 0 

年
祖 活に 馬貞

八 津累
月 躍英
八 曲代 し L

日 清之 た享
改 兵墓 画年

葬゚ L 衛 家六

の
o+ 

刻
西四

子,-L-,。 郷歳

冒゚
像
や
美
人
画
を
描
し)
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石造物調査

272 山神碑 265 慰霊碑（亀座）

① 伊勢神社 ① 金剛寺跡

② 寛政甲寅季秋庚戌 (1794) ② 明治十四年 (1881)

一月十八日

⑤④  ⑤ ④ 

口 昌 典柱頂夫新碑昔山ゴ 西 7 

政寛禍也固 礎 □ 城文は 南 尉'"'' 

以那 □金 平 新 山 大［申 之石石雪平

寅甲追子疑款営山 阻口溝澗城者神廟宇 き の 役工塚震

な 刻 戦七
死西十郎 の

季秋庚孫而況神祠為 障如嘉浚 三州 銘 石 字
者橋次 刻祠。

隅 今猶 腐瞼 の の外毛,-4 

戌 陽丹 山佐 中 慰 左 多

人祈場存貫岸断土 に 霊衛数

胃 民祇明原 納 燈 門 の
之 椅公 聟生 め ゜ 氏

清 口 公 勝曽 天 ら 名
登 口家状居径藤 れ を
謹 歩洪是斯回原 て 彫
誌 之福時傍雲彪祐 し) る

繁國群 門 た
も
の
で
あ
ろ
う

゜
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中央地区

278 墓石 273 山神碑

（獅子座の珍しい墓） ① 伊勢神社

① 龍昌寺墓地山の上 ② 明治四十二年 (1909)十二月

② 安永七戊戌 (1778)

八月二十九日 ⑤ 
③ 高140ヂ のう

今座津旧元嘗＾碑龍で祭左石
⑤④  ノ在義久藩新麓山右文王あ神側祠

国旧 主 之側 碑るはにの
品.L,. -, 村分国公島城神面 と ° 大阿中

kァ 靡院 分郷御鎮 山 - と／＼→ 山 夫に

も 祇利り は

璽桂岩

,L. ~ 大龍 神 仏
雨で像

の 恵 三石社畠 十敬 宗 の王‘がと

彫 名雷 並 二給廟＾ 祈雨ゃ語あ銅鏡
刻 芳 石 年ヒノ前 願源る
。大

工二十シ神山面 をめは°が
姉
L ス費左付台 ニヲ - 思た-, 入

の
月明ノ ゎまぁ っ

刻
記礎営治崇 せえふ て

字
四 る L りし)

゜
。の L る
言 II ゜

社 本覧 ＾ 
葉ゴ

山 司家 左 があ

盛口 村一 楠元山内子側面
あめ
るふ

恒 蔵与吉総- がり
右之代

ヽ L

衛進 車の
門 田よ
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石造物調査

279 冨吉榮二墓碑

① 龍昌寺墓地 ② 昭和三十一年 (1956) 九月二十六日

コルニハ逓i 界 シ来， ⑤ ④ トナ人 テタ大 辞
ノ、貸ツ生璽 、ノ大正碑 世 誓
洵 々 テ修 臣^ ノ正ノ文 の : 院

二 澁＇ イ業ヲニ幹 十 ノ中 歌 っ痛 タニ歴進部 四投期 ー1 血日

恨今ヨ任出卜 獄二 亡 議哭
ニャッシシナ ナ労 び員院
耐ヘノ内益テ氏タタリ虐通選ノド働＃ 城ゆ従釈

ナ帰i 極 々 ハ爾古村会挙弾召農 址く 三大
イ途 円 文 木当議ガ圧民 にも位心
昭 熟オ選員成ヲノ 立の勲 位
和メシニス県立乗解 ての― L

ニ テ痩己 長 ル 会 シ リ放 ，ぶ 哀 等
西 十＋端多短ズケコ卜議員産無越へ 運動 去昆 れ

i 年ノu 日謳術話 六ヲ >成 終ノ りか冨
九i ナ ニ 回 経 始起 難五吉
月 ガ冨 面閣 テ ール き稜榮
ニラミ遂貫 ヤ カ 郭
十党将南 二運大氏 ' -

六ノニ風 I I 動衆 ハ なの日! 大ノノ ガノ教 L 

人雅商 起先鞭 の
ノ号エ コ頭 ヲ

塁丸 々 風ヲI ルニ 投 塁
二重格モ ヤ 立ケ 。

>
大ヲチ 率ツ於
ヲ ホ 先テテ
加 ス 晩年 員 之 斗之

難サヘッi 家 至二 内田 二当， ニ抜イ 突ニ
レッ ツ閣選 イ入
タア テノシ テ シ

テ カタ
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向花・府中地区

向
花
・
府
中
地
区

282 宝塔

①

②

③

 

気色の杜

（年銘なし）

高105$ン

I s3 I 
f-23¢ —| 

I
T
U
 

④
四
面
梵
字
。

⑤
も
と
は
鼻
面
川
の
ほ
と
り
に
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
寛
永
二
年
(
-
六

二
五
）
の
洪
水
で
流
失
し
た
の
で
現
在
地
に
移
し
た
も
の
と
い
う
。

＊
気
色
の
杜
・
な
げ
き
の
杜
・
風
の
杜
な
ど
は
モ
イ
ヤ
マ
と
呼
ば
れ
る

聖
地
、
タ
ブ
ー
の
場
所
と
の
関
連
も
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

祓
戸
神
社
前
の
東
勝
美
宅
に
も
宝
塔
283
（
国
分
市
指
定
文
化
財
）
あ

り

897 
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石造物調査

283 宝塔 （残欠）「市指定文化財」

①

②

③

 

府中町11-3 東勝美宅

鎌倉期（推定）

高126ヂ直径50デ

I so I 
I 38 I 

トー 25 ----1 
f---11-1 

④
梵
字
四
仏
、
阿
弥
陀
三
尊
を
彫
る
。

⑤
明
治
三
十
年
ご
ろ
、
前
の
畑
か
ら
こ
こ
に
移
し
た
も
の
。

＊
（
伝
）
税
所
篤
用
墓
、
一
説
に
相
良
氏
先
祖
の
供
養
墓
゜

＊
献
灯
は
明
治
三
十
年
三
月
吉
日
東
金
次
郎
と
彫
る
。

＊
納
骨
塔
。
氏
神
様
に
な
っ
て
い
る
。
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向花 ・府中地区

284 五輪塔

④③^  ④ ③  ̂  ⑤④③ヘ
左 中 右

吉^向 ヽ 古^回 ヽ 仏＾ 高-
刻 七五 刻 八五 像刻ー五

銘 ＝ 輪塔 銘七信 を銘。胃
な五 なチセ 彫 な―
しる し; るしチセ
ヽ

桟
ーヽ ン~

゜ ゜ ゜゚ 残゚
欠 欠
~ 
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石造物調査

290 287 288 

290 石柱（一字一石供養塔） 287 288 庚申六地蔵 （残欠）

① 府中町12-65 池田敏雄宅 ① 府中墓地

② 天明六龍口丙午天 (1786) ② （右）（年銘なし）

卯月大祥日 （左）元禄十丁丑年 (1697)

293 292 291 ⑤ ④  
四月吉祥日

③ （左） 高143茅ン （右） 高132茅ン
-, -, 7 イ 磨
心 安 安 ツ耗 ⑤ ④ 

は 9>
回ロ． 氷、

岳貴胤 歳未四

ゴし
サて 贋 ＾ 左口 ァ不

口 園酉 ヽ

居天 居六
と明 は -, 

士五 士月 〗゜ 奉

池 月 廿
体 畠れ の

田 池廿 池二
る も 主

喜
田四 田日

゜ の 取庚申次日 新＾ 同 で
妻 丘/'~ 助ー

氏 あ鬼立L 衛ー 七
が 七 七

宅 ろ太良
内 う 郎 右

あ 七 五
の ゜ 衛

る 七 ‘ 

゜
L 墓 門

石 L 
L 

＾ 写
の

胃真
は
な
し)
ヽ

゜
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向花・府中地区

289 六地蔵（残欠）

① 府中町12-65 池田敏雄宅

③ 高90芦ン 直径48芦ン

④ 

六.., .., .., .., .., .., 碑

角 頑 文
石同々口 ：．治 長．類浄 ：西 同― 同― 

柱の仁吉口内 山： ：：便快萬： ・ 慈 路隅： ：：口日 右

碑左五 川口歳大水地 □： 功衛
文衛衛 ： ， 六：施口蔵 口 伸門

土で門殿門 家國． 罪眼 主：願全 ! ．: 府中． 野崎 功養尉殿

中に ： 光耀 ： 成求 ： ロ： 謹書

も 祝就ロ 諸之

字刻 ： 如
が 胄｀
あ内ロ一 賛 祥 六

り 方 □口i 同 尊
そ八 七 方 述：
う郎方 点
だ次門 眼 L 

郎゚
L L L L 

L 

901 



石造物調査

299 300 

299 保食神碑 300 保食神碑

① 同右 ① 向花公民館

② 大正三年四月八日 (1914) ② 慶応年間

③ 高67芦ン ③ 高68茅ン

④ ⑤④  
7 

-, 
安口王此碑当森~ 

> 全 □政胃 処文地
五彼モは
□ ニト太 L

九社 ：去ノ大 鼓 の十
八

奉リ運目
踊り 刻字

歳
ル新ニト

L モニ造馬 な。

の ナノリ 保食神 立國：観音頭
ど 碑

塁
の 文

塁゜
゜

L ヲノト

□ ス ： 跡
トル牛 と
コノ馬 し)

シ理 ： う
ヘナ益 ゜ニ シヲ
牛是祈
馬ヲル
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向花・府中地区

307 塞の神碑 305 石敢当 302 石碑 （自然石）

（猿田彦神） ① 府中町21-26 ① めがね橋付近

① 府中町25-35 堂脇進宅前 ③ 高80茅ン

徳田幸宅前 ③ 高37茅ン 幅20芦ン

② 明治州年 (1897)
④ ⑤④  

二月十一日
← 7 

③ 高45芦ン 幅28茅ン
贔 ビ村

i← ~ 之
⑤④  当 '---権

L 権現

三旅崎ゴ の 昌L

叉人 田 塁 が の
路の 彦 ど胃上安 神 ゜
突全 L

た
き を の の
当守亨 だた る

ろり神。
うにで
゜あ あ

る ろ
0 っ► ． 

゜
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石造物調査

313 史碑（気色の杜） 301 地神 296 水神碑（水天石像）

① 府中町27番 ① 祓戸神社 ① 祓戸神社

気色の杜 ③ 高46茅ン 幅26炉 ② 元禄五年壬申

(1692)二月吉日

④ ⑤④  
③ 高134$ン

＾碑 地→ ⑤ ④ 

碑文 神地
＊ 

文
は懇

い彫隼昔竜蛇府中 石-, 
は るり人は

そ の ゜と町小は 工次
保存 に字水次頁 の 刻

は-,神郎 小
に 土 字

の水安の左畠
掲

地。
の よ天蛇水化身 衛

載ヽ 守 い石 門品
゜ り

水像流と L

神
穂が L 考の

で 地元 体七も 付近に れえら 刻字゚
産
土 のああて
神 人るつい
と は＾たる
し) マ砿も ゜
う ム人の
゜ シ゜

の町石
神の材
サ石は

とl造文嬰

呼翡野
ん ... 石
で言゜
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向花・府中地区

上
毛
も
ふ
か
く
雪
は
ふ
り
つ
つ

明
け
渡
る
気
色
の
杜
に
た
つ
鷺
の

同

昭
和
四
十
四
年
四
月
吉
日
建

老
人
ク
ラ
ブ
一
同

府
中
む
ら
び
と

名
処
小
鏡
こ
の
歌
順
徳
院
の
御
製

春
の
け
し
き
の
杜
の
下
葉

梢
に
は
お
そ
き
み
ど
り
を
先
見
せ
て

秋
ち
か
き
気
色
の
杜
に
な
く
蝉
の

見
る
ま
ま
に
う
つ
ろ
い
に
け
り
し
ぐ
れ
ゆ
く

三
国
名
勝
図
会
に
よ
れ
ば
こ
の
地
気
色
の
杜
は
初
め
鼻
面
川
の
隈
に
在
っ
た
の
を
寛
永
二
年
四
月
頃
大
洪
水
が
あ
っ
て
杜
社
共
に
漂
流
し
て
し
ま
っ
た

の
で
当
時
の
地
頭
喜
入
大
炊
久
和
と
い
う
人
が
社
殿
を
今
の
地
に
新
建
し
て
天
満
天
神
の
本
像
を
安
置
し
た
と
又
同
書
に
曰
く
気
色
の
杜
は
地
頭
館
よ

り
申
の
方
角
凡
そ
十
五
町
曽
小
川
村
府
中
に
在
り
松
杉
楠
等
森
森
た
る
中
に
祠
あ
り
祭
神
は
天
満
自
在
天
神
な
り
と
例
祭
六
月
廿
五
日
云
々
或
又
曰
く

気
色
の
杜
は
も
と
天
子
で
蛭
児
神
で
あ
っ
た
の
を
里
人
誤
っ
て
天
満
宮
を
祭
っ
た
と
こ
の
ほ
か
太
宰
府
管
内
誌
下
巻
大
隅
国
編
に
よ
れ
ば
我
が
国
平
安

時
代
末
期
以
後
の
和
歌
集
に
も
気
色
の
杜
に
つ
い
て
の
和
歌
が
十
数
首
も
詠
ま
れ
て
い
る
私
達
の
祖
先
即
ち
府
中
の
人
々
は
敬
神
の
念
厚
き
近
郷
の
人

々
と
共
に
こ
の
天
神
社
を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
代
々
そ
の
祭
祀
を
怠
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
明
治
四
十
三
年
政
府
の
命
に
依
り
今
の
祓
戸
神
社
に

合
祀
さ
れ
た
の
で
其
の
後
社
殿
も
な
く
な
っ
た
が
里
人
は
天
神
社
の
復
元
を
図
り
社
殿
を
こ
こ
に
造
営
し
神
霊
も
分
祀
し
た
が
神
社
庁
が
神
社
と
し
て

認
め
な
か
っ
た
の
で
こ
れ
を
遥
拝
所
と
し
て
そ
の
祭
礼
も
行
っ
て
い
た
の
に
昭
和
二
十
四
年
に
至
り
つ
い
に
止
む
な
く
神
霊
は
再
び
祓
戸
神
社
に
合
祀

さ
れ
た
其
の
後
天
神
山
は
幾
く
と
せ
か
春
夏
秋
冬
四
季
折
に
移
り
さ
だ
め
の
中
に
昔
日
の
松
の
大
樹
の
風
音
も
な
く
荒
廃
の
一
途
を
辿
り
つ
つ
あ
っ
た

の
を
昭
和
四
十
一
年
春
府
中
老
人
ク
ラ
プ
員
が
発
起
し
部
落
の
協
力
を
得
て
こ
の
地
を
公
園
と
し
て
改
造
し
た
の
で
あ
る
時
に
明
治
百
年
を
迎
う
る
に

あ
た
り
吾
等
府
中
の
人
々
は
こ
の
地
を
永
久
に
保
存
し
い
に
し
ゑ
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
す
る
と
と
も
に
続
く
若
人
達
が
郷
土
の
誇
り
と
し
更
に
は
明
日
を

築
く
意
欲
の
か
て
と
な
ら
ん
こ
と
を
祈
念
し
て
こ
こ
に
史
碑
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

新
続
古
今
和
歌
集
よ
り
大
納
言
重
資

気
色
の
杜
史
碑

新
古
今
和
歌
集
よ
り
後
京
極
摂
政
太
政
大
臣

涙
の
露
や
し
た
葉
そ
む
ら
ん

続
古
今
和
歌
集
よ
り
左
近
衛
中
将
教
長

け
し
き
の
杜
の
秋
の
も
み
じ
は

905 



316 孝女オナツの墓

① 新町墓地

② 天保十三年寅 (1841)十月廿七日

③ 高50ヂ

⑤ ④ 
7 

碑 可
文 喜は
き 新心
れ

村町 信女し)

な 半之
行 太
書妻 郎

体O L 

の
刻
字

゜

石造物調査

315 石碑

① 新町

② （年銘なし）

③ 高llO茅ン 幅30芦ン

④ 
-, 

奉
造
.lL ...L-

諏北
訪辰
大大
明明
神神
L 

の

夏

新

町

地

区

906 



姫城地区

姫城地区

317 記念碑 （こがの杜）

① 姫城

② 大正十四年六月 (1925)

⑤ 
碑会

修氏浩寅二今丈ノサゴ文え平
干 □ノ滅吉餘ハニ中レこ

る日 落家
時碑助賛セ其他生林叢尺余 ニドが
大ヲ シ ヲ 林叢モの を人
正建ヲコ □保ナア 古来 杜 との
十テ求卜図テクリア ハ 待恋
四テメヲリル樟シリ 三二 ち人

年永口憂徒ヲ亦木コテ小古"'三 こが
六ク葛村ラ頃 卜樟 ノ が大
月保存 ヲノニ日老ハノ蹟伝 れ隅

学 時 前補助 其邑朽旧大ノ説 た国

務 ノリ 荒蕪ノシ記枝木繁 ーア との
委助村長 道雑ヲ 有志 テニ ニレ

~ ~ 

しー し一

員 役 ヲ草得二二録 シド ろこ
立ヲ接 □新株スシテ由 とま

片濱肥 テ払続シ盛トル樹往古 緒 いで

平田後度 タヒ地遂英夫 ナ所 ノ 詳 う探
直良 リ境域 主ニ リナ周ハナ ° が
治秋 富ハ田僅ル囲水ラ し

郎 ヲ吉其辺カモ八田ズ 訪
L 

れ
てヽ

し)

つ
か
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石造物調査

318 摩崖仏（梵字）

① 姫城稲荷神社横

② 建徳三年 (1372)二月二十日

③ 直径95与ン

④ 
＊ 

横梵 -, 梵
左より 41字 願子— 

チセ 主 は
（サ）（ア）（バ）（バン）（バイ）（ウーン）（バク） ン/ヘ

七 円一
縦字 阿 阿
51真 L 弥
チセン 老ヽロ吾 の四

雙子 L 面

を゚
表
す

゜

908 



姫城地区

321 水神

（水天石像残欠）

①

②

③

 

田畑自動車前の

水路の淵

元禄二年己巳

(1689)四月八日

高52茅ン

319 板碑（梵字）

①

②

③

 

姫城2733(平岡）吉尾一宅

（年銘なし）

高80芦ン 幅27ヂ

⑤
 

④
 

④
梵
字
は
阿
弥
陀
三
尊
を
表
す
。

⑤

318

摩
崖
仏
（
阿
多
石
）
、

283

弥
陀
三
尊
で
あ
る
。

宝
塔
（
東
勝
美
宅
）

「
南
無
水
天
妙
神

嘗
村
中
施
主
」
の
刻
字
。

左
手
に
棒
状
の
も
の
を
持
つ
。

讚ア

サ
ク芯

阿
弥
陀
如
来

勢
至

キ
リ
ー
ク

祢

悶4サ
の
梵
字
も
阿
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石造物調査

323 

323 宇気母智神碑 320 六地蔵（残欠）

① 姫城稲荷神社 ① 竹下洞泉寺跡

② 明治六癸酉 (1833)六月吉日 ② 天正九年辛巳(1581)二月□□日

③ 高65芦ン ③ 高120ヂ

⑤ ④ ⑤ 
-, り

当左尋 為 平 □廣 口 碑---:;姫俗

社奥氣 ・ ： i 間内 □文城に
をに ， ：ホ 國 竹イ
7 7 : 現関 下ボ
オ妙 四 西ンミ現屑 主善十西 寺ん神
ケ宮中 ：修 九路 筋サ
ン L L 國社： ア

サの の >家! 63と
ァ石 塁 ． ． 角 呼

L碑ぶ
と一。 進 の。
呼基 道昔
ぶが L 路は
ゆあ の少
ス> る コ し
ん゜ ン上
で クの
ぁ リ場
る l所
° トに

壁ぁ
のっ
角た
に゜
あ

910 



姫城地 区

325 石碑（自然石） 324 火の神碑

① 竹下市道沿い ① 姫城2868(竹下）梅木勉宅角

② 延宝四年 (1676)十二月吉日 ③ 高75茅ン 幅29デ

③ 高80茅ン

⑤④  ⑤④  

~7 ~ ---, 
伝 口 ー火
-ロ の 産

庚護 闊大
儡碑 橋冒

は L神

外姫 ＾ ほL 

の
城む

塁
のす

踊庭 びの

゜ 跡お
とお
いか
うみ
0 、~

と

塁
゜

911 



石造物調査

｀ ，心
‘’ 

（故本田潔氏撮影） （故本田潔氏撮影） 326 327 

328 無縫塔 326 327 石仏（座像）ほか

① 姫木城跡 ① 姫木城跡

④ ④②  326 ⑤ 327 

長-,Iし、］僧 → 寛石 胃
歳盃 峰 侶

姫 保祠
城—

禄永 記室墓一
寺一 様

年 で

十二記室禅師 基 正癸 あ

本尊佛 観音 A 女^  
ろ

年巳 禅師 L 

う
か

゜己
L 七

ロ の 四

月 悶 ヽ

十
四

八 ゜
日 月
L }¥ 

の
日

刻
~ ,_. ー9
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上小川地区

上小川地区

332 田の神像 （田の神舞型） 331 田の神像 （田の神舞型）

① 上小川森ノ木603 ① 久満崎神社

野ロタタミ工業の北の水田 ② 安永七戌 (1778)五月五日

② 昭和三十一年 (1956) ③ 高85タン

十月一日 ⑤④  
＊ つ

じ鹿け顔上ゴ

で児るの

はI島° 表 小な情 JI I 
い不 —

か゚ 田 明゚ 一オ

脇メ L中
に シ の
あ

ゲヮ．刻字。る
田
の ン
像 の
と ょ
ょ ぅ
＜ な
似 も
て の
し) を
る 持
゜ つ

誓 ゜
シ

は キ
同 を

913 



石造物調査

344 門神碑（石祠） 340 石敢当

① 久満崎神社 ① 上小川707-1 赤塚勲宅

② 元禄四未年 (1691)正月吉日 ③ 高45iン 幅24茅ン

③ 高130芦ン

⑤ ④ 

社 7 

殿 石

に
営

向
散
L 

か のつ

讐て
右

゜側
の
も
の

左゚
側
は
昭
和

開

914 



上小川地区

338 石牛像（首なし） 337 石馬像

③ 体長60デ ③ 体長40芦ン

⑤④  ⑤④  
う

止゜鹿＾ 足＾上他，児刻 部欠 刻銘
神の 銘
社 一 な 贋て
の体 -し ヽ

打植 のの ゜ 牛゜
石初 馬

祭牛午 に
に像祭 対
ははを す
木体済 る
牛長ま 誓像五せ

がチ0セ た の
用ン馬 念
し) ° は が
ら し`一 伝
れ

｀ 
わ'-

て に つ
し) も て
た 雷 ＜ 
゜ る

し よ
た う
と だ
し) ゜
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石造物調査

野

口

地

区

347 仁王像（上半身）

① 野口 • 松木墓地

④
（
刻
銘
な
し
）
。

⑤

新

JI
沿
い
の
道
路
脇
に
あ
る
下
半
身
部

(346)

だ。

と
合
致
す
る
よ
う

346 仁王像（下半身）

① 新川沿いの道路脇

（し尿処理場搬入路）

② 天明二壬寅 (1782)九月吉日

③ 高70ヂ

源
照
山
無
量
壽
院
法
禅
寺

十
二
代
了
善
」
の
刻
字
。

⑤
地
元
の
人
は
水
神
さ
ぁ
と
呼
ん
で
い
る
。
廃
仏
毀
釈
の
時
松
木

の
源
照
山
法
禅
寺
か
ら
こ
こ
に
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
ら
し
い。

④
 
7 

施
主

関

清
□

ロ

国
分
松
木
村
右
第
清

□

口
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野口地区

351 鳥居（残欠） 350 鳥居（残欠） 348 水神碑（仏像型）

① 枝宮神社 ① 枝宮神社 ① 野口橋下

② 紀元二千六百年 ② 延宝六戊午 (1678) ③ 高66茅ン

(1940)紀元節 ③ 高80茅ン

③ 高115茅ン
⑤④  ⑤ 

⑤ ④ 
は

7 蛇俗-ロ
上鳥

7 の ロ をに
奉 石 巻水

部居
祝 は 神 し)神

はの
天 円旦 てサ

円残
孫 柱 の し)ン

形‘欠を争祖 降 で 刻 ると

下利 初月祭臨 あ 字 ゜〗る。
部用

゜ れは し 正神
八た L月木 て

形角 碑記念 の

I,,) 

る
゜

であで刻字。 上

る あ : 
る゚
゜

は
セ
メ
ン
卜
製
で
頭
に
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石造物調査

352 手洗鉢 349 宇気母智神碑

① 枝宮神社 ① 枝宮神社

② 大正九年四月三日 (1920) ② 明治六酉一月吉日 (1873)

③ 高46芦ン 幅27ヂ

⑤ ④ ④ 

熊
-, 7 

國

' 
襲五分

旦ケ村 母

を 村暑 野 野口 神智
伝 ロ
え ロ 村
る ロ L 

お樋 の
宮口 胃て＊ 宣にコ

次
あ 郎
る L

の゚
刻
字

゜
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松木地区

松

木

地

区

355 356 

355 356 田の神像（神像型・座像）

① 小烏神社

② 元文四未年 (1739)九月吉日

③ 高35;ン

356 ⑤ 355 
＊＊  
国熊 仏 首

分市 襲伝
座 な
像 し

内説 ゜
でを 首^  両
は伝 な 夏耳自 又＞ し
もる

ヽ
損

古お は ゜
い宮 ‘ 後
タで 刻 ろ
ノあ 銘 姿
力る な に
ン ゜ し 工

サ ゜ イ
ア ら
で し
あ き
る も

゜ の
あ
り

゜
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364 水神碑

① 福島橋付近

石造物調査

福

島

地

区

② 天保十四年癸卯 (1843)三月吉日

③ 高104茅ン

用 郷 右 地④
水 士 同 方

久 掛平 年伊 宮検者 碑
木 田寄集 原文
田 仁 院 五
七 左 五 兵
郎 衛 畠 衛
太 門

門

同 同 石 庄 郡
間 松 間工肥後 屋秋見
世 占 世 山廻
田 田 口 庄
善 次 辰 口 畠之 郎 之
助 進 門

用 名
水 主

岡 掛 堀 西

別下之代骨 寺
府役内 口

銀門孝西清門善 助藤門
助四重右太

郎門衛 郎
門

920 



福島地区

367 明神鳥居

① 鎮守神社

② 元文三戊午 (1736)三月吉祥日

③ 高 3盆 幅155:ン

⑤④  

熊ゴ
襲奉
伝説担.ll 、-生

を―
伝 ー
ぇ才
る L中

お の
宮 刻

でぁ字。
る

゜

921 



石造物調査

広

瀬

地

区

373 371 

371ほか 五輪塔（地輪は補充したもの）

①

②

③

 

広瀬4-8-5 和田正弘宅

（刻銘なし）

高160ヂ

［ 
［ 

I 30 I 

正
行

0代

＿

1

6

0

-

後補の石

（
イ
ラ
ス
ト
は
あ
る

（
次
頁
に
記
載
）

が
あ
る
。

④
（
伝
）
楠
木
正
勝
墓
梵
字
あ
り
。

⑤
楠
正
勝
は
応
永
の
乱
(
-
四

O
O
)
前
後
の
人
で
、
南
朝
の
再
興
を

計
っ
た
人
物
。
ま
た
、
正
八
幡
の
神
職
と
も
い
う
。
隼
人
町
の
弥
勒
寺

か
ら
移
転
し
た
も
の
。

碑
文
の
再
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
碑
文
中
の
和
田
円
覚
坊
の
墓
は
現

在
加
治
木
町
小
山
田
布
越
に
残
っ
て
い
る
。

372

五
輪
塔
（
残
欠
）

「
口
明
三
季
三
月
廿

□

日
正
行
口
」
の
刻
銘

が
、
写
真
は
な
い
）
。

373

墓
碑
（
六
角
柱
の
碑
文
）
高
さ

120
乃゚

＊
楠
木
正
勝
の
由
来
に
つ
い
て
の
碑
文
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広瀬地区

373 

正 側^ 側^ 墓

先多開 和面天鹿面 安掘鐵道死テ治ノ家口僧 利氏 寄 H レ楠面碑
田-然児悶島- ンシ ニ小木ア者督ニト セ Iら］大和 rr--

ズ エ臨村城リ シナノ世ヨ 勝 六
家祖 紀念物 ル現在半ミニ地武略ノテ リ 業成覇ヲリ十津 ハ 角

所ノノテ移住ニ ミ深坊多聞 忍大隅 正 柱
調査蹟 和昭ア地夕相偉 存ヲロク ビ 川 成 -

楠 勝名 レ ニ メ シス以偉 □ リ機時ニニノ の
正 員 六改移ニセ子又テヲ □ト再入逃孫碑
勝

年別弥勒院当シ埋シ孫達連綿 徳藩授シ称興ヲリレナ 吝
之

悶
旧 碑没所 郎次主ケ子 シ モ 窺 正 シ リ

碑 六 ヲセナ ， 島シ孫姓 □シ八カ正
治 月 立リリ ナ ム ヲヲ ロ モ
茂 ニ テ今正今ル 三シ和ナ風南幡宮後密勝応永
七 十 梗概 五勝日モ 四テ 田キ ノ ニ

胃 八 輪塔ノニノニ代家系 ト ヲ遂別営脱出 ノ
日 ヲ墓至正事ノ 改見二 乱

勤ノ碑レ八へ後ヲム テ □昌弥シ
ス碑ハリ幡二円：賓俗 □ テ

和 希並隼以ノ功覚 ；二 □□ 九
田 ク地人上浜宮 労坊 塁

足 二 州

窟 祖宗 下町ハ ア正 二

埋見次 祖ノリ信 ノ 来
ノ没 父：墓ナ

開
リ

神ノニ ； ：へ 口
口建 □： □ [」
ロロロ 加

ロ
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石造物調査

376 377 

376 無縫塔 377 無縫塔 374 宝跨印塔 （残欠）

② 元禄九丙子天 ① 広瀬墓地 ① 広瀬墓地

(1696)拾月吉日 ② 享保十一丙午年 ③ 相輪69ヂ笠石37戸

③ 高50芦ン (1726)十一月廿七日 台石45芦ン

④ 
③ 高50芦ン

⑤④  

_―, ④ 
広＾月.,lj 瀬刻

正
-, 

公銘即．， 

喜 正

塁［児？ ゜
興

冒 笠玩
琉 山

十
球星

禅建隆 淑大和 塁 か
苓 な

L 尚
L り

の の 大
刻
字

刻 き

゜
元,-,... な

も
の
で
ぁ
る

゜
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広瀬地区

382 383 

384 大型の田の神像 382 石仏 （地蔵菩薩・首なし） 383 板碑

（旅僧型） ① 広瀬墓地 ① 広瀬墓地

① 国道10号線沿い ② □□口十月吉日 ② （不明）

② （年銘なし） ③ 高57茅ン ③ 高67ヂ'

③ 高105芦ン
④ ④ 

⑤ 7 7 

も 奉 愈

はと 両手 造
J.L ＇ 浄

堤防 損欠 地 祐
蔵

L 

近゜ の
くシ 尊 刻
のキ 字
ツ ゜ ゜
ブ加 二 施弥
シ治 衛右子兵衛
＾木
遊 石 門敬
水 製 白池 。 L 

脇 の
に 刻
ぁ 字
つ ゜
た
と
し)

わ
れ
る

゜

925 



石造物調査

385 保食神碑 386 水神（石祠）

① 国道10号線沿い ① 国道10号線沿い

② 明治九丙子年(1876) 九月二十日 ② 弘化四年丁未 (1847)七月廿八日

③ 高170与ン

⑤ ④ ⑤ 
た永

碑 馬→ も四も
文の誓 の年と
は絵 とのツ
次を蝕 心田 _L.ハフ. 

頁 彫 わ年シ
にる の れ間の

記載 ゜雙冗 るの脇
゜工に

゜ 石 事 あ
材でっ
はあた
加りと
治 ヽ し)

木こう
石の ゜

完゚成 小

を闊
祈念 田は

し弘
て化
坦、牛 一ー

立年

れさ 嘉＼ 
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広瀬地区

385 

本
町鵜

木
政
右
衛
門

林

鹿

之

助

林

喜

兵

衛

鵜
木
新
助

山
口
乙
吉

永
山
喜
八

鵜
木
榮
助

鵜
木
彦
七

唐
仁
町

林
吉
右
衛
門

川
野
太
郎
右
衛
門

川
野
次
兵
衛

林

口
助

松
元

□

助

松
冗
治
次
郎

林

八

郎

小
村
町

池
田
沢
七
郎

有
川
仲
助

中
馬
源
太
郎

堀
切
袈
裟
市

福

嶋

村

小

八

府
中
村
金
兵
衛

上
小
川
村次

郎
助

助
次
郎

鎌
田
孝
左
衛
門

石
塚
七
太
郎

石
塚
七
口
郎

有
馬
休
蔵

川
村
金
蔵

本
田
恰
兵
衛

楠
元
十
之
助

石
塚
仲
右
衛
門

濱
田
英
一

荒
田
九
十
郎

濱
田
七
郎

牧
元
熊
口

石
塚
彦
太
郎

肥
後
丸
口

口
元

□

太
郎

本
田
一
用

林

静

一

服
部
小
口

吉
元
源
四
郎

山
元
四
郎
兵
衛

野
口
芳
斎

曽
山
藤
太
夫

本
田
口
六

鮫
嶋
惣

□

口

肥
後

□

口

蒲
地

□

口
郎

肥
後

□

馬

有
馬
助
八

□

山
侮
次
郎

鎌
田
喜
太
郎

杉
元
十
次
郎

宮
原
次
郎
太

山
元
孫
左
衛
門

佐
土
原
源
二

前
原
仲
太
夫

久
木
田
新
助

本
田
平
太
左
衛
門

口
村
伊
右
衛
門

鎌
田
新
兵
衛

米
田
市
之
助

徳
持
助
八

本
田
静
次
郎

杢
田
喜
太
郎

梅
北
十
左
衛
門

保
食
神
碑
の
碑
文
。

凡
ソ
民
間
ノ
農
ヲ
重
シ
牛
馬
ヲ
愛
ス
ル
是
レ
ヨ
リ
先
キ
ロ
ル
ハ
無
シ
今
絃
国
分
ノ
士
民
相
謀
リ
小
村
松

山
ノ
地
ヲ

□

シ
恭
シ
ク
保
食
神
ヲ
安
置
シ
五
穀
豊
熟
牛
馬
蕃
息
セ
ン
コ
ト
ヲ
ロ
ル
因
テ
歳
々
牛
馬
ロ
ヲ

以
テ
祭

□

ト
ス
是
ノ
日
ロ
ロ
テ
以
テ
神
霊
ヲ
慰
メ
久
其
ノ
恵
幸
ヲ
蒙
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
フ
ノ
ミ

明
治
九
年
十
一
月
吉
日

野
口
村

萬

助

助

兵

衛

口
口

勘
四
郎

金

次

郎

長

次

郎

下
井
村

ロ

ロ

郎

善

五

郎

喜
太
郎

向

花

村

善

四

郎

敷
根

古
川
覚
左
衛
門

大
庭
公
彦

堀
之
内
休
五
郎

指

宿

寛

大
庭
休
次
郎

安
楽
早
太
郎

樗
木
政
蔵

樗
木
壽
一

赤
塚
荘
吉

太
郎
八

甚
左
衛
門

福
山

黒
丸
孝
之
進

松
下
織
之
介

鎌
田
直
助

松
下
兼
種

国
分

山
口
十
郎
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石造物調査

387 

388 水神碑 387 水神碑

① 広瀬3-1-28 池田武蔵宅 ① 広瀬4-1-22

② 文政十二年 (1829) ② 明治三十年 (1897)五月八日

③ 高45与ン

⑤④  ⑤④  
女

月-, 神丑昔→
輪 水 し 、水

を L神 ＾事都城 波
刻 の

み記賣
ず し 神

む。刻子,-½ 

で
はで購＾

も。 のは入み

と め ゴし ず

上 の弥たは

小 か都もの

/II み波のめ
~ の

に と 能と ヵ>
あ す ギ• .Jし. い み
つ

る L神ヽ ぅO L -
た

゜゜ のー可l

日
塁本

書 ゜
紀
6 

で
は
7 

岡
象
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広瀬地区

389 石馬像（騎乗の馬頭観音碑）

① 広瀬4-11-17淵脇宅

③ 仏像の高さ50茅ン

馬の長さ85茅ン

⑤
 
六
本
の
手
と
合
掌
す
る
。

929 



石造物調査

391 石敢当 390 石馬像 （馬頭観音・首なし）

① 広瀬4-4-43 中馬太一宅前 ① 広瀬4-17-7 後馬場通 ・公園角

③ 高40茅ン 幅15茅ン ③ 高60デ全長85茅ン

⑤④  ⑤④  

プク 7 ノ‘'~ 

き 石 卜 刻

当散嘗 力 銘

た L
ン な

り。の サ-し
ア ゜

塁。 l 
と

: 
れ
て
し)

る

゜

930 



広瀬地区

398 397 

399 石仏（座像・首なし） 397ほか水神碑（石祠）

① 小村新田 ① 小村新田

② （年銘なし） ② 昭和二十八年十月 (1953)

③ 高57茅ン

④ 398 ④ 
＊＊  

両 こ敷ゴ記 7 

手
のき 小 腐^  住に 碑石村新

吉

何 のに 大

か 左は田 闊
持 石に 岩氷 干拓 L 

つ
の

゜ 仏三記

五^貪 塁
首郎 L

゜な作 の
し の 刻
-石
399も字。
があ
あり
る ゜
゜
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石造物調査

402 記念碑（遺効碑）

① 大穴持神社

② 明治四十二年七月 (1910)

⑤④  

効無可今便嘗総源廣遺碑遺ゴ

右 買 徳例得i 法折代世口効文
六 受 明! 之至而衝諸此百碑腐

総 治 便絃 一之氏 地餘 L 

徳中泊塩池塩代庚益是方 町魯年田馬喜川田川 >戌為典不 大労遂率先初自小 畠
賦周八太彦仲彦 夏円委可 奨以称津匹 村

中吉之郎太左四 田員不 >励五購家新 字
功丞郎衛郎次 之諸当 勤萬買 為 田
労 門 郎由氏為倹餘之所者
者 撰来壺多委先之議有賓

知砕島員年廉代七廿 而斯
永之津家之終-価祈作 明村

遠建効突以斡旋元済買占人治壬富之

碑 贔係 射有之之一寅
其 小為金主同之

功 』塁輿 緩帰締昼頃
過之者相 慢者小村結年 夜

ー 図 乎民 >塁
藩荻如 忘
班是諸何有焉 侵

爾等事 之食
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広瀬地区

ロ
ロロ
ロ

関
係
功
労
者

平
田
二
郎

ロ□

委
任
者

山
口
盛
恒

建
設
委
員
い
ろ
は
順

池
田
金
右
衛
門

池
田
金
蔵

服
部
茂
吉

堀
切
金
太
郎

堀
切
増
太
郎

中
馬
猪
之
助

中
馬
源
右
衛
門

中
馬
盛
口

中
馬

□

四
郎

谷
口
斉
蔵

谷

口

吉

曽
山
口
口

有
馬
為
祐

宮
永
源
次
郎

宮
永
仁
助

塩
川
藤
次
郎

塩
川
萬
吉

塩
川
常
吉

明
治
四
十
二
年
七
月
建
設
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石造物調査

400 灯籠

① 大穴持神社

② □口午十月十一日

③ 高191茅ン

⑤ 
* し)

灯 灯小る阿

口 籠 組 □ 御作 □ 籠村新 ° 蘇
御趣御勘 □ 山市来と 頭服 □阿大永事岩 □ロロ → 鉄

四 午殿神元 部権年蘇工山方城元 □午殿神田千台 矢
本法定方 市ホ 寄鉄頭喜下新次 十源 の ← は
八方 の左兵兵矢左目九蔵の堤安

郎左詞小十右前衛衛 衛 衛付助 郎郎 十左防賃政
掛頭月門 政辰 門 政月前エに 六

衛 十の政智貞富 隆実致十の事年
門 一碑盛 盛次徹 ー 碑に門己

日文陣 谷 日文大い未
為 工。十
陣 の 月

棟 吉
梁 日
と に
し JII 
て 内

言 鼈
神

し 社
て に
し) 献
る 灯

゜ し
て
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広瀬地区

403 記念碑（堤塘竣工記念碑）

① 大穴持神社

② 昭和二十九年三月 (1954)

⑤④  

「
堤
塘
竣
工
記
念
碑
」

碑
文

堤
塘
竣
工
記
念
碑

元
参
議
院
議
員
中
馬
猪
之
吉
書

小
村
新
田

ハ
大
正
三
年
櫻
島
大
噴
火
ノ
為
メ
土
地
沈
降
打
続
ク
台
風

ノ
為
メ
堤
塘
決
潰
大
災
害
ヲ
蒙
リ
直
二
復
旧
耕
作
セ
ル
処
昭
和
二
十

一
年
同
島
再
ビ
噴
火
風
水
害
等
ノ
為
メ
被
害
ヲ
受
ケ
再
ビ
堤
塘
ノ

嵩
上
ゲ
農
地
復
旧
客
土
等
二
千
万
円
内
地
元
負
担
金
五
百
六
十
万

円
ヲ
投
ジ
復
旧
シ
耕
作
セ
リ
然
ル
ニ
突
然
昭
和
二
十
六
年
十
月
十

四
日
夕
刻
秒
速
六
十
五
メ
ー
ト
ル
ノ
ル
ー
ス
台
風
ハ
一
瞬
ニ
シ
テ
努

力
復
旧
セ
ル
堤
塘
ヲ
大
分
決
潰
シ
良
田
変
ジ
テ
大
沼
澤
ト
ナ
リ
惨
状

目
モ
嘗
テ
ラ
レ
ズ
部
落
民
ハ
茫
然
自
失
ノ
有
様
デ
ア
ッ
タ
ガ
直
二
耕

作
者
一
同
ハ
復
旧
決
議
シ
関
係
営
局
二
陳
情
嘗
局
ハ
一
部
国
営
一

部
縣
営
ト
シ
テ
復
旧
工
事
ヲ
セ
ラ
ル
ル
事
ニ
ナ
リ
國
縣
費
六
千

五
百
五
十
二
万
円
地
元
負
担
金
八
百
十
五
万
円
計
七
千
三
百
六
十
七

万
円
ノ
巨
費
ヲ
投
ジ
ニ
十
九
年
三
月
見
事
竣
工
セ
リ
此
ノ
間
耕
作

者
一
同
ノ
一
致
団
結
ノ
熱
意
卜
関
係
営
局
ノ
同
情
ア
ル
指
導
ハ
勿
論

特
二
十
有
余
年
ノ
間
終
始
一
貫
復
旧
理
事
長
ト
シ
テ
老
謳
ヲ
提
ゲ
奮

斗
己
マ
ザ
ル
中
馬
太
次
右
衛
門
村
長
中
馬
時
雄
衆
議
院
中
馬
辰
猪
理

事
監
事
総
代
等
諸
氏
ノ
献
身
的
努
力
二
依
リ
エ
事
ガ
完
成
シ
美
田
二

復
旧
耕
作
シ
生
活
ノ
安
定
出
来
ル
様
ニ
ナ
ッ
タ
事
ヲ
銘
記
セ
ネ
バ
ナ

ラ
ヌ
仇
テ
官
民
関
係
者
一
同
ノ
労
苦
ヲ
偲
ビ
感
激
ス
ル

ト
共

二
将
来

ヘ
ノ
発
展
ヲ
期
ス
ル
為
荘
二
各
方
面
ノ
寄
進
ヲ
仰
ギ
竣
工
記
念
碑
ヲ

建
設
シ
タ
次
第
デ
ア
ル

昭
和
二
十
九
年
三
月

記
念
碑
建
設
発
起
人
委
員
長

中
馬
猪
之
吉
誌

の
刻
字
。
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石造物調査

404 記念碑 （堤防復旧記念碑）

① 大穴持神社

② 大正六年十一月 (1917)

④
「
堤
防
復
旧
記
念
碑
」
の
刻
字
。

⑤

碑

文

小
村
新
田
ハ
今
ヨ
リ
七
拾
有
餘
年
前

島
津
家
二
十
七
代
ノ
主
斉
興
公
ノ
時

代
二
開
拓
セ
ラ
レ
シ
所
ニ
シ
テ
嘗
主

忠
董
公
ヨ
リ
五
万
餘
円
ノ
破
格
之
廉

価
ヲ
以
テ
払
下
ゲ
ノ
恩
澤
二
浴
シ
村

民
生
計
之
資
源
タ
ル
ノ
土
地
タ
リ
シ

ナ
リ
然
ル
ニ
大
正
三
年
一
月
十
二
日

櫻
島
大
爆
発
シ
連
日
天
地
鳴
動
噴
煙

天
二

□

シ
白
日
尚
暗
ク
時
二
巨
石
ヲ

降
ラ
シ
灰
砂
ヲ
飛
バ
シ
溶
岩
ヲ
噴
出

シ
為
メ
ニ
瀬
戸
海
峡
ハ
閉
塞
セ
ラ
レ

沿
岸
一
帯
ノ
土
地
沈
降
海
水
ハ
三
尺

餘
ノ
高
潮

□

来
シ
地
区
内
二
海
水
侵

入
水
田
ノ
大
半
ハ
一
大
沼
海
卜
変
ス

ル
ニ
至
リ
人
心

□

セ
タ
リ
キ
ロ
ヘ
ハ

月
ノ
満
潮
時
二
□

□

其
変
激
甚
シ
加

工
且
ツ
暴
風

□

口
村
民
ハ
遠
近
ノ
応

援
団
卜
共
二
日
夜
寝
食
ヲ
忘
レ
大
二

防
禦
二
努
メ
タ
ル
甲
斐
ア
ラ
バ
コ
ソ

口
月
二
十
五
日
堤
防
ノ
西
南
角
其
他

数
ケ
所
二
大
決
潰
ヲ
生
ジ
海
水
浩
々

ト
シ
テ
侵
入
青
田
変
ジ
テ
海
卜
成
リ

浸
水
家
屋
百
餘
戸
家
財
流
出
着
ル
ニ

衣
ナ
ク
食
フ
ニ
食
ナ
キ
ノ
惨
状
ヲ
呈

シ
村
民
ノ
困
懲
其
極
二
達
セ
リ
荻
二

於
テ
乎
村
口
励
奮
然
堤
防
復
旧
ノ
議

ヲ
決
シ
嶋
営
局
二
訴
フ
ル
処
ア
リ
縣

又
此
議
ヲ

□

ト
シ
四
万
戴
千
八
十
二

円
ノ
補
助
金
ヲ
下
附
セ
ラ
ル
村
又
戴

万
七
千
餘
ノ
資
ヲ
投
シ
大
正
四
年
戚

月
エ
ヲ
起
シ
同
四
年
十
一
月
潮
止
二

施
行
同
六
年
十
月
嵩
上
二
和
土
工
延

長
各
一
千
七
百
間
腰
石
垣
内
堤
防
其

他
ノ
諸
エ
ニ
至
ル
迄
漸
ク
エ
ヲ
竣
工

村
民
其
海

□

安
ン
ス
ル
ヲ
得
ル
ニ
至

レ
リ
…
・
:

村

嘗

極

…

…

民

、

多
大
ノ
同
…
…

世
ノ
村
民
タ
ル
ニ
此
ロ
ヲ
忘
レ
サ

ル
ハ
勿
論
一
日
タ
リ
ト
モ
堤
防
愛
誰

ノ
念
ヲ
断
ツ
勿
レ
聯
力
由
来
ヲ
記
シ

新
田
卜
因
縁
浅
カ
ラ
ザ
ル
嘗
社
境
内

二
地
ヲ
ト
シ
記
念
ノ
為
メ
地
主
一
同

ヨ
リ
碑
ヲ
建
ツ

鹿
児
島
縣
知
事
高
岡
直
吉

姶

良

郡

長

肝

付

勇

吉

東
国
分
村
長
肥
後
喜
次
郎

設

計

主

任

技

手

林

俊

房

以
下
略

大
正
六
年
十
一
月
建
設
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湊地区

湊

地

区

405 406 

405 石仏（如来座像・首なし） 406 石仏（観音座像・首なし）

② 文化八年未 (1811)三月十五日 ① 湊墓地

③ 高130芦ン ③ 高30芦ン

④ ⑤④  

7 
膝＾嘗 を 刻

寺 .lL -銘

琉前住 て な
て-し

球大
し) ゜

龍國中端慈 る

゜翔山堂

我院府恵

翁那覇西狡

従邑堂
L 

誓の
刻
字

゜

937 



石造物調査

408 409 407 

408 石仏 409. 田の神像 407 石仏（仏立像・ 首なし）

（立像・ 首なし） ② （年銘なし） ① 湊145-2 古俵 トキエ宅前

② （年銘なし） ③ 高58ヂ ② 明和五子□(1768)八月吉日

③ 高40芦ン ③ 高48ヂ

⑤ 

足
部
が
小
さ

＜ 
上
部
は
磨
耗
し
て
し)

る

゜
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湊地区

411 410 

411 水神碑 410 田の神像（田の神舞型）

② □□四年六月 ① 湊923 マンション前

③ 高65芦ン ③ 高80芦ン

④ ⑤④  

_―l 

シ＾水 キ 刻
神 、銘
L 

メ な
の シ-し

塁 ゲ ゜
゜ ワ

ン
を
持
つ

゜
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石造物調査

413 412 

414 墓石 （門墓） 413 宝徳印塔的墓石 412 宝鍍印塔的墓石

① 湊墓地
（門墓） （門墓 くかどはか〉）

② 安政三年辰 (1855) ② 天明元辛丑 (1781) ① 湊墓地

八月十九日 五月廿日 ② 天明八戊甲 (1788)

③ 高70茅ン
⑤ ④ 

二月六日

④ 
③ 高150茅ン

の前 7 

墓 田
冠二~ 

④ -, 
屋増

石 門 前妙性田 のは 田 畜
門 規 大 門大 田

源
模き 姉 全でな

前性
太 察門 半

郎 せで 左 田居
L ら庶 衛 門士

の れ民旦 半

塁
るに L

° 格 左

゜ 差 の 衛

が讐 門
生。

の
じ

塁て
し)

゜た
7 

'-

と
は
~ 

'-

れ
ら

940 



上井地区

上井地区

418 無縫塔（僧侶墓） 415 宝陵印塔

① 淵龍院墓地 ① 淵龍院墓地

② 慶長十七年壬子 (1612)九月十五日 ③ 高190茅ン

③ 高60芦ン

④ ⑤④  

7 上 お-
井平蓮

代 城様 昌
大品J のの 妙

破後 屋淳 麓墓孟

益 で ＾ 王ヽ

何宮閃家和
慶義 L

長久
村原尚 八公 の
氏氏

年の厚
＾長。

.lL ＇ 
― 女
'~ 

之
ノ、。

L 

゜の ,_, 

胃 没

゜
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石造物調査

426 427 

426 保食神碑 427 保食神碑 424 仁王像（下半身）

② 慶應四辰年 (1868) ① 上井997(向川原） ① 山下町16-26

六月 銭瓶久男宅前 徳持庵跡

③ 高85与ン ② 明治三十一年 ③ 高67茅ン 幅66茅ン

⑤④  
(1898) 旧三月十日

⑤ 
矢 山段樋脇 中 ③ 高llO茅ン
野下 村碑 ―T な義

七庄賑載長文〗 ⑤ つ久
郎次次次次 て公
太郎郎郎郎 牛 い之

牛
の 合蹟

馬 絵 の
新下段笹道 西 神

が 記
村村 村嬰 彫 ＾ 9一じヽ金長吉敲 Jll 

つ
碑

次助 右助
原 て

郎 工 郎 あ ＾ ：門： 中
る

昭
L 

和： ： ゜： の 大新

厚 典

載 之

゜ 秋次
郎 発

掘
記

富 念ヽ

口 の
四 土
郎 台

に
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上井地区

429 水神碑

① 川内925(向川原）

桜井義信宅前

② 天明五乙巳年

(1785)六月吉日

③ 高90苫ン 幅35ヂ 西村中室新 □ 松永 □前前
元屋徳 手元田元 川川

⑤④  庄小偉助 小 新金博賑原原
助八左 太助 □太金偲

月→ 工 郎 十郎太兵
輪水 門 郎工
を L神

彫 の
本山 松元福新市 新福

室南中村新 山
る。刻 屋伊 川 内

天ヽ 敵郎市 次 口衛右原長敵
助次左 吉 □ 次五

左郎工 門太郎郎
衛 門 郎
門

山山 □ 西山山松中
下下内 口 田 元元元 川
川小 口 博兵 熊七彦助原
原八 口 助ツイ右傭
金 口 工 衛次
左 門郎
工
門

永迫 大福新 西三川 上村□下庄山 敵山内

休蔵右衛 次 □助次
郎

門

943 



石造物調査

（左）

434 狛犬 423 仁王像（上半身）

① 諏訪神社 ① 山下町16-26 徳持庵跡

③ （左）高43苫ン 全長50ヂ ③ 高135ヂ 幅60芦ン

（右）高40茅ン 全長55;ン

⑤④  ⑤④  
の
も. ~ ~ ~ 

の あ． 刻銘 ；塁
か。うな

士ロ な
境 Lん しヽ 田-し
内 ゜ 『O

にの
は対
亀で

型の 社前
寺

手に と
洗あ し)

鉢つ う
がた ゜
ぁも
るの
。だ

ろ
ぅ
゜

市
内
で
唯
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上井地区

435 供養塔（二連供養塔）

① 徳持庵墓地

③ 高70デ幅58}ン

430 水神（仏像型）

① 五ケ村井堰

③ 高72茅ン

④

「

大
心
恒
雄
居
士

鶴
翁
妙
仙
大
姉

ロ
ロ□

左
衛
門
」
の
刻
字。

⑤

宝

匿

印
塔
を
陽
刻
し
た
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
墓
゜

④
（
刻
銘
な
し
）
。

⑤
剣
と
蛇
の
よ
う
な
羅
索
（
け
ん
さ
く
を
持
つ
。

＊
隣
に

「
五
ケ
村
井
堰
統
合
改
修
記
念
碑

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）

□

月
吉
日
」
が
あ
る
。

（
写
真
は
な
い
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437 田の神像（座像型）

① 川内197(下川内）町田忠吉宅北隣

② 安永六丁酉年 (1777)

③ 高70茅ン

⑤ 
の
表足
情部
不は
明形
° な

し

頭゚
は
シ
キ
で
は
な
＜ 
別
の
石
を
の
せ
て
し)

る

顔゚

石造物調査

436 石仏（庚申地蔵）

① 川内墓地

② 貞享三歳丙寅 (1686)

十二月吉日

③ 高110芦ン

⑤④  
あ面
る金庚 ゴ

剛゚が F申ロ奉供>
多仰
くと
な地 L

つ蔵の
て主ロ刻
＜薩字
るが。

習゚

貫？
でた
も古
数い
少型
なで
し) ヽ

庚そ
申の
地後
蔵は
で青

) 11 

内

地

区
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川内地区

447 田の神像 （立像型） 439 田の神像（立像型）

① 口輪野ゲートボール場南 ① 鎮守尾橋右岸

② 昭和七年 (1937)四月十六日 ② （年銘なし）

③ 高80茅ン ③ 高72デ

⑤④  ⑤④  

す-, 447メ-,
ば 口 シ 石
ら 輪 とゲエ
し 野

畠ら田
笑し) 部落 はノ、 畑

顔 同を吾一
が門 じ持萬

畠の
つ゚。の

的o 刻え子
刻
-=r;; ヽ

゜石
工
は
田

>
と
し)

う

゜
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石造物調査

450 馬頭観音碑（観世音菩薩）

① 口輪野千本松

ゲートボール場北lOOfi

② 明和三年□月吉日 (1766)

③ 高72jン

④
 

明
和
三

年

口

口

村

観

世

音

菩

薩

新

左

衛

門

口
月

吉

日

」

の

刻

字

。

（
牛
の
絵
を
彫
る
）

⑤

口
輪
野
と
い
う
地
名
の
「
口
輪」

は

「
馬
の
く
つ
わ
」

で
、
庄
内
の
乱
の
関
連
地
名
と
い
わ
れ
る
。

＊
国
分
市
内
で
は
最
も
古
い
バ

ト
カ
ン
サ
ァ
で
あ
る
。

④
 
-, 

448 山神碑 （石祠）

① 内野々大山祇神社

② 正保三年八月吉日 (1646)

③ 高120芦ン

「山
神
」
の
刻
字
。

の
こ
と
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下井地区

下

井

地

区

467 (伝）条里制の基礎石（自然石） 457 田の神像（旅僧型）

① 下井579-4 ① 下井1873(東上新）

初塩辰雄宅前（県道沿い） 井手元正夫宅北30t;;;

② （年銘不明） ② 嘉永四年辛亥六月 (1851)

③ 高125ヂ幅80デ ③ 高90茅ン

④ ⑤ ④ 

＊ 雷後 復イ＾旧メ ゴ

ホ、刻 エシ
ン銘に事ゲ 奉
力 な 開後を 建
ンと田 ‘持 庄立
サさ現つ 屋 国
アれ在゜ 分

l た 地昭金庄 金金市 下

点 翠は州太助太右来 井
わ あ転 郎 衛 助 村

れ ろ° 年 門左衛 中

る。ぅ。こ検 門
の校 L

付川 の
近は刻
のん字
田ら゜
んん
ぼ‘
はそ
嘉の
永後
四の
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石造物調査

452 三重塔

①

②

③

 

下井1-3(西上新）繁田ノリ子宅前

（年銘なし推定 ・室町時代）

高344ゲ

454 453 

仁温―コ
f-----83--j 

'.i 

④
三
層
笠
石
の
露
盤
に
四
面
（
東
西
南
北
）

沙
門
天
」
の
文
字
が
か
す
か
に
読
め
る
。

⑤
（
伝
）
立
山
丹
後
守
の
墓
（
こ
の
一
帯
の
開
拓
者
と
い
う
）
。

地
元
の
人
は
塔
墓
（
ト
バ
カ
）

と
呼
び
、

こ
れ
よ
り
上
井
城
跡
へ
八
間
道
路
の
直

道
（
ス
ッ
ミ
ッ
）
が
一
三

00::'.;延
び
て
い
る
。

＊
四
十
四
家
に
よ
る
塔
墓
講
が
行
わ
れ
て
い
た
。

に
「
持
国
天

・
廣
目
天

・
増
長
天

・
毘

＊
隣
の
墓
（
石
祠
）
（
写
真
は
な
い
）

「
口
路

□

壽
種
上
座

元
和
七
辛
酉

□

月
廿
九
日
（
一
六
ニ
―
)
」
の
刻
字

f---85 -----l 
f----132 I 

＊
二
重
塔
（
近
く
の
上
新
霊
園
に
あ
る
）
（
写
真
は
な
い
）

「口
口
永

□

居
士
」
の
刻
字
あ
り
、

二
層
の
塔
身
に
は
独
特
の
文
様
あ
り
。
高
さ

一
五
五
五
ン
。
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下井地区

452 

昭
和
九
年
六
月
十
八
日

修
理
委
員

豊
廣
万
次
郎

有
満
重
雄

山
元
仁
三
次

三
重
塔
の
碑
文
。

此
ノ
墓
地
境
内
痛
ク
荒
廃
ノ
東
側
ノ
道
路
二

沿
ヒ
タ
ル

一
部
ハ
破
壊
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
御
伊

勢
講
中
相
謀
リ
東
側

二
石
垣
ヲ
築
キ
境
内
ニ

修
理
シ
タ
リ

立
山
仙
口

山
元
伊
兵
衛

有
満

□

右
エ
門

末
満
金
左
エ

門

外
松
満
右
エ
門

有
満
重
雄

豊
廣
金
蔵

大
山
休
右
エ
門

田
畑
口
次
郎

豊
廣
万
次
郎

福
満
金
之
十

節
ク
田
庄
八

田
之
上
ク
マ
次
郎

山
元
仁
三
次

外
松
直
助

堀

之

内

清

松
元
三
四
郎

田
之
上
伸
次
郎

田
之
上

□

口

末
満
武
雄

山
元

仁

三

次

柳

田

休

之

助

外

松

直

助

同

熊

□

口

堀

之

内

清

□

□

ロロ

松

元

三

四

郎

堀

之

上

□

D

田
之
上
仲
次

米
満
戟
八

奥
園
吉
隆

堀
之
内
休
右
エ
門

豊
廣

□

ロ

豊
廣

□

口

節
句
田
口
口
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石造物調査

461 水神碑 458 水神碑

① 下井3021 角園産業入口 ① 下井1828-1 前村酒店の西lOOf;;;

瀬戸口商店より南へ ② 慶應四年辰 (1868)

② 文久二年五月吉日 (1862) 五月二十八日

③ 高70茅ン 幅31デ
④ 

④ -, 

水
-, 

神
水 L 

神
のL 

の 塁
皇 ゜
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下井地区

466 水神碑（自然石） 462 石敢当

①

②

③

 

下井2098(花園上）

児玉俊朗宅の西

□口六月八日

高73茅ン

①

②

③

 

下井3367

下井部消防詰所前

明治元年辰 (1866)十一月吉日

高62茅ン 幅28ヂ

④
 

73 

I 30 I 

「
水
天
」
の
刻
字
。

④
「
石
敢
営
」
の
刻
字
。

⑤
黄
色
ペ
ン
キ
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
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471 石仏 （観世音菩薩 ・首なし）

① 剣神社境内

② 享保二十年乙卯 (1735)

七月吉日

③ 高53茅ン

④ 

＾ 畏． ＾ 表ヽ

7 -, 

造 大
刻 □王
大 □神

宮王観社本

今者-, 司覺逼四 神社本地 世音菩薩 地

六十 L 

之七
住
L 

の

塁

石造物調査

470 石仏（座像・首なし）

① 敷根1357-7(門倉）

斜木隆雄宅向い

② 宝永四年丁亥 (1707)

十月二十四日

③ 高54芦ン

敷

根

地

区
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敷根地区

478 田の神像 （田の神舞型） 477 田の神像 （田の神舞型）

① 門倉 ① 敷根504(赤川）

③ 高100茅ン 平原幸満宅隣

③ 高80茅ン

⑤ ⑤④  

碑右お 足＾
田文手腹 部 刻

持!植野駒田大神修

にが が銘

メふ 小 な

益 □□ 庄中 口 理 シ＜ さと
虎初志 宗起発 ゲれ し) ゜
一男農三之 をて ゜太 助者 持い メ

つる シ
0 0 ゲ

太胄鞍島森亀 唐 顔 ． 
田 田 田 井鎌齊 の ワ

市次 嘉 辻 賓 表 ン

雄吉 情 ． 
が シ
わ キ
か ． 
ら ノ‘

な 力
し) マ

゜ を
ノ‘ つ
力 け
マ る
姿 ゜
で
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石造物調査

486 町門 （二本） 485 庚申塔 （猿田彦神）481 馬頭観音碑

① 敷根港入口に移設 ① 敷根1357(門倉） ① 門倉坂

③ 高135ヂ直径29ヂ 斜木隆雄宅向い 水源地の西

② （年銘不明） ② 昭和二年 (1927)

⑤④  
③ 高53ヂ 旧四月二日

⑤④  
③ 高73ヂ幅23ヂ

同昔上＾
類は部 刻

喜砥
④ 

は浦は甕
7 

入町円 し の 田 馬
来の形-

神0 雙L 日f]
頭

町入 ゜ 胃秋口下 ；閾葉に部 L 

神社 立は の
て八 上司,...→ ； 

塁のら角
前れ形

に
あ ゜にた ゜

゜
り

゜本
.lL ＇ 
つ

て
し)

る

゜
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敷 根地区

492 石碑 491 石灯籠

① 高橋用水路の淵 ① 敷根小学校跡地に移設

② 昭和53年 9月 ② 明治四拾壱年三月 (1908)

③ 高380茅ン

④ ⑤ ④ 
-, 

を 使 省れ造文碑霊→ 設六
煙つにを所久文 前角 獄

硝て納政府 を三 は形 燈

小いめ 設年 羹製 での
屋たたにけ＾ ん台建 在
とこ。お明一 ぷ座 米

よと＋さ治八 璽 んに設 人

舟が年め 二 さ 跡 工常盤 L 

あ戦た年二 L 場 の
る゚..,,,,. ...._,,, 

の次刻字
。役後れし 誓薩 の 前助

土；民を 塁゚ に外゜

地 間務軍 あ多
の羹が は つ数

人 払局橋高 たの
ははい の ゜氏

こ闘〗管川 名
こ 理の が
を人ゞ をに水 彫
煙製カ う移力 ら
硝 けしを れ

山粉薬火明利 て

倉庫 所 治用 し)

とは四火 る

のし海年薬製 ゜
跡て軍 こ 移
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石造物調査

上
之
段
地
区

439 494 

496 田の神像 494ほか 田の神像（田の神舞型）

（田の神舞型） ① 飯富神社の西

① 上之段2543(朴木）

朴木登宅の東20ot;i;
② 明治二十年 (1887) ⑤③②  493 ⑤ ④③②  

二月十三日 の

③ 高72茅ン も後高宝田 メ 7 高明

の姿七暦十 の シ 大 六治

⑤ ④ でにチ〇セー神像
ゲ 隅 四二

メ 7 
補充エイ ンニロ＾ ヮ． 盤常 吉冨 於國曽 チセン十年

シ
御 さを 未神

ン 二 □直助 郡 ＾ 
ゲ

田 れつ ＾像 をオ □ 上
ヽ 大神 てけ ー型 持 中 之 八

ワ有且 隅
いる 七-

つ。 段村
八

ン 國 る ゜ /＇ ¥ 七

両゚ ：：：： ヽ

上 L 

を 次之 手
,_, 

正
も 郎段 で ＝ の

月
つ L シ 月 夏 十

の゚ ャ 士 四ロ

夏
ク 日 日
を
持
つ

首゚
は
折
れ
て
別
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上之段地区

499 497 

498 地蔵（立像地蔵菩薩） 497 保食神碑

① JAあいら上之段倉庫前 歩道橋の北 ① 飯富神社

② （年銘なし） ② 明治十八年九月 (1885)

③ 高129芦ン

⑤ ④ 
＜ 

錫か路 7 

杖 ら傍 >を開の
持 け交 L 

つ近通
の

゜世安

塁ま全
での

゜の守
日り
州神
通で
道あ
にろ
当う
たか
る ゜。ヽ

'---

の
付
近
の
道
路
は
古
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石造物調査

499 記念碑

② 嘉永四年辛亥十一月十二日

④
「
修
遠
祖
傑
斐
府
君
招
魂
碑
」
の
刻
字
。

碑
文修

遠
祖
傑
斐
府
君
招
魂
碑

府
君
緯
ハ
武
重
隼
人
佐
卜
称
ス
其
先
紀
姓
平
山
ヨ
リ
出
ツ
世
口
市
成

ヲ
以
テ
氏
ト
ス
父
緯
ハ
武
住
禰
太
左
衛
門
尉
卜
称
ス
加
世
田
ノ
人

梅
岳
君
二
事
へ
小
林
二
戦
死
ス
武
重
移
テ
貫
明
公
二
冨
ノ
隈
二
事

ヘ
田
禄
若
干
ヲ
賜
フ
ニ
子
ヲ
生
長
緯
ハ
武
顕
彊
兵
衛
尉
卜
称
ス
次
講

ハ
秀
親
月
客
卜
号
ス
即
勝
目
吉
弘
ノ
義
子
タ
リ
後
兄
弟
共
二
第
宅
ヲ

新
城
中
二
賜
ヒ
据
手
ロ
ヲ
守
ラ
シ
ム
慶
長
四
年
荘
内
叛
ケ
ル
時
公

武
重
ヲ
シ
テ
将
卜
為
シ
弟
藤
介
武
明
等
ヲ
帥
ヒ
往
テ
渡
瀬
ヲ
守
ラ
シ

ム
十
一
月
十
八
日
寂
生
ル
ト
間
キ
戦

□

追
テ
馬
曰

□

テ
途
ヨ
リ
還
二

十
三
日
冨
隈
二
死
ス
年
六
十
ニ
オ
法
号
傑
雙
浄
英
居
士
卜
家
束
二
見

ユ
今
夕
墓
ヲ
失
フ
久
シ
近
頃
川
内
野
平
ノ
老
農
語
レ
リ
石
ノ
陣
跡
ヨ

リ
敷
根
上
之
段
二
如
ク
路
芳
二
尾
立
卜
云
フ
叢
林
ア
リ
昔
シ
渡
瀬
ノ

守
干
時
隼
人
君
命
ヲ
ロ
シ
其
弟
等
扶
持
セ
ラ
レ
シ
所
ニ
テ
往
来
ノ
人

為
二
蒙
ヒ
シ
ト
言
博
へ
昔
ヨ
リ
ノ
石
ヲ
建
テ
毎
春
ノ
彼
岸
敷
根
ヨ
リ

祀
シ
今
ハ
否
ス
ト
云
ヘ
リ
余
聞
テ
祝
ヒ
且
疑
ヒ
詣
リ
観
レ
ハ
ロ
移
数

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
人
下
両
三
石
ア
リ
初
シ
テ
守
ナ
シ
唯
一
ツ
南
無
阿

禰
陀
佛
卜
面
二
彫
リ
続
ケ
テ
世
名
九
條
院
隼
人
寮
卜
見
へ
陰
二
刻
ス

ル
ヲ
按
ス
レ
ハ
逝
シ
ョ
リ
百
三
年
二
営
ル
元
禄
辛
己
ノ
三
月
霊
現
レ

テ
末
原
重
次
二
夢
ラ
セ
地
ヨ
リ
出
タ
ル
古
塔
ユ
ヘ
敬
テ
阿
弥
陀
卜
崇

メ
九
條
院
卜
溢
シ
言
偲
タ
ル
隼
人
ノ
名
ヲ
刻
メ
招
魂
ノ
墓
二
似
夕

リ
左
ア
レ
ト
称
疑
ヘ
レ
ハ
桑
原
白
山
二
応
巫
セ
シ
ム
日
遇
是
之
漸
ロ
ハ
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上之段地区

重
山
上
下
二
物

□

重
久
此
先
墓
ナ
ル
ヘ
シ
ロ
シ
テ
風
山
漸
ト
ナ
ル
山

上
樹
木
生
ス
ル
ニ
漸
ク
蒙
ナ
リ
又
将
来
ノ
祀
ヲ
筵
セ
シ
ム
ル
ニ
中
学

ノ
吉
兆
ヲ
得
タ
リ
是
二
於
テ
其
裔
胤
等
卜
相
倶
ニ
カ
ヲ
戦
セ
碑
ヲ
其

□

二
建
テ
吾
後
人
ヲ
シ
テ
永
ク
此
由
ヲ
知
テ
猶
古
揺
ヲ
尋
ル
ノ
便
リ

ト
シ
時
々
香
華
ヲ
薦
メ
拝
掃
二
怠
ル
ヲ
勿
ラ
シ
ム
ト
云
爾
嘉
永
四
年

辛
亥
十
一
月
二
十
二
日
八
代
鹿
孫
市
成
武
英
謹
誌

国

分

七

代

義

孫

市

成

武

敬

八
代
生
孫
勝
目
秀
易
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石造物調査

塚脇地区

505 馬頭観音碑（石祠） 500 庚申塔

① ゲートボール場西 ① 宮毘神社

② 明治二十二年九月 ② 元禄七天甲戌十月 (1694)

③ 高110:ン ③ 高65芦ン

⑤ ⑤④  
＊ 

碑 石牛 ゴ碑→

ゴ文祠の 奉 文 庚

々々々々金 の絵 進奇寛 公申

五銭七銭十銭十銭十銭
横が
に彫 助持多

政 養
元 L 

はつ

木岩持多山木 石て 左屋 酉 の

束元 下村甚 像牛 ある
衛 年

塁
藤助

門
L 

゜次 右衛 七 ゜
郎 臥

の

門 像ヽ
刻
丙,-'--, 

々々々々々 親
一六十六六 子
銭銭銭銭銭 が

置

福氷 池山若岩 し)

田元松元 て
仁助藤盛仲 あ

左衛八衛右三八 る

゜
門 門
L 
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塚脇地区

503 馬頭観音碑 502 保食神碑 501 田の神碑

① 永山大山祠神社 ① 永山大山祠神社 ① 塚脇堂田

② （年銘なし） ③ 高73芦ン （福山町との境）

③ 高70茅ン ② 明治十六年 (1883)

⑤④  ⑤ ④  
三月吉日

③ 高83芦ン
牛―

馬絵の 媒食閂の 大 ④ 
絵旦

を の 恩恵此両碑文田水ゴ
彫刻 悶L

を の
博神 神神

るo 子… ゜ 而ヲ
L 

門o 子刻,-,. —9 

以設 の502 テ置

亨> ゜
奉尊崇者也 ハ則明セシ ゜

と
並 治
ん

於曽 十有
で
し) 郡六

る
麓年

゜
村竺

居住 吉月

日

樗木嘉 以テヲ

兵衛 為也

委

963 



石造物調査

さ
い
ご
に
、
こ
の
石
塔
編
は
今
は
亡
き
本
田
潔
先
生
作
成
の
も

の
機
会
を
待
ち
た
い
。

面
の
都
合
で
写
真
等
割
愛
し
た
も
の
も
多
数
あ
っ
た
。
後
日
発
表

ま
ま
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
復
元
、
保
存
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。
紙

『千
台
』
第
23
号

所
に
残
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
場
所
に
よ
っ
て
は
散
乱
し
た

『川
内
市
史
』
石
塔
編

ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
資
料
が
各

『
隼
人
町
郷
土
誌
』

『鹿
児
島
大
百
科
事
典
』
南
日
本
新
聞
社

た
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
記
録
さ
れ
た
石
塔
群
は
国
分
に
お
け
る

『日
本
石
仏
事
典
』
庚
申
懇
話
会

雄
山
閣

シ
ゲ
を
持
つ
が
ヤ
マ
イ
モ
を
持
っ
た
山
神
さ
ぁ
は
さ
す
が
に
見
当

『歴
史
散
歩
事
典
』
山
川
出
版
社

そ
の
当
時
の
姿
も
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
よ
う
。

田
の
神
さ
ぁ
は
メ

『石
仏
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
庚
申
懇
話
会

雄
山
閣

の
が
残
さ
れ
て
い
た
。
石
垣
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の

石
垣
も
元
文
年
間
に
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
清
水
麓
の

『
隼
人
町
の
石
造
文
化
財
』
隼
人
町
教
育
委
員
会

参
考
文
献

考
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
石
敢
常
は
県
内
で
二
番
目
に
古
い
も

で
き
た
こ
と
は
今
後
の
鳥
居
の
様
式
年
代
等
の
研
究
上
大
い
に
参

で
親
切
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
改
め
て
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
る
。

『石
の
鹿
児
島
』
平
田
信
芳
著

『田
の
神
』
黎
明
館
発
行

『国
分
の
石
碑
』
平
田
信
芳
調
査

（
松
田
誠
）

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
鳥
居
の
建
立
が
古
く
そ
の
時
期
を
確
認

母
智
神
・
保
食
神
、
馬
頭
観
音
が
多
く
明
治
期
に
盛
ん
に
建
立
さ

て
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
調
査
に
際
し
て
は
現
地

る
が
、
今
回
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
ま
ず
宇
氣

方
々
、
下
野
敏
見
教
授
、
そ
の
他
多
く
の
方
々
の
ご
指
導
を
受
け

国
分
寺
跡
に
あ
る
石
造
層
塔
は
国
分
市
の
史
的
シ
ン
ボ
ル
で
あ

英
係
長
の
ご
助
力
を
い
た
だ
き
、
随
時
に
編
さ
ん
専
門
委
員
の

＊
さ
い
ご
に

の
が
底
本
に
な
っ
て
お
り
、
事
務
局
、
肥
後
宏
係
長
、
前
小
原
親
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